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一　

問
題
提
起

中
国
明
代
（
一
三
六
八
~
一
六
四
四
）
の
文
学
と
言
え
ば
、
小
説
・
戯
曲
と
い
っ
た
大
衆
文
学
が
花
開
い
た
こ
と
、
本
邦
の
荻
生
徂
徠
の

学
問
に
も
影
響
を
与
え
た
所
謂
「
復
古
派
（
古
文
辞
派
）」
の
詩
風
・
文
体
が
流
行
し
た
こ
と
、「
山
人
」
と
称
さ
れ
る
無
冠
の
文
人
が
蘇

州
・
南
京
を
中
心
に
活
躍
し
た
こ
と
な
ど
が
、
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
、
明
代
後
期
に
大
量
に
生

ま
れ
た
諸
生
が
、
商
業
出
版
物
の
読
者
と
な
り
、
か
つ
そ
の
編
輯
に
自
ら
参
画
し
た
こ
と
が
、
読
書
と
い
う
行
為
の
拡
大
に
拍
車
を
か

け
る
要
因
に
な
っ
た
と
し
て
、
衆
目
を
集
め
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
情
況
に
あ
っ
て
、
明
代
文
学
史
か
ら
ほ
と
ん
ど
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
、
研
究
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の

が
、
武
臣
の
存
在
で
あ
る
︒
確
か
に
、
明
朝
の
軍
事
制
度
で
は
、
軍
功
を
挙
げ
て
百
戸
・
千
戸
・
指
揮
僉
事
・
指
揮
・
指
揮
同
知
・
指

揮
使
・
都
指
揮
使
・
都
督
と
い
っ
た
武
官
に
任
じ
ら
れ
た
者
、
さ
ら
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
て
公
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
者
は
、
全
国
に
置

か
れ
た
衛
所
で
軍
士
の
操
練
や
屯
田
の
管
理
に
あ
た
り
、
周
辺
民
族
と
の
戦
争
や
国
内
の
反
乱
が
生
じ
れ
ば
前
線
で
軍
を
指
揮
す
る
の

が
主
た
る
職
務
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
文
学
活
動
と
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
︒
し
か
も
武
官
職
は
原
則
的
に
世
襲
制
で
あ
っ

た
故
に（

（
（

、
科
挙
登
第
な
ど
目
指
さ
ず
と
も
そ
れ
な
り
の
俸
禄
を
得
ら
れ
た
彼
ら
は
、
字
を
読
む
こ
と
す
ら
で
き
な
い
粗
忽
者
と
い
う
イ

メ
モ
モ
を
持
た
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
（
但
し
、
か
か
る
イ
メ
モ
モ
の
形
成
に
は
、
文
官
に
よ
る
偏
っ
た
認
識
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
せ

ね
ば
な
ら
な
い
）︒
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明
代
武
臣
の
教
養
水
準
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
史
学
方
面
に
お
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
、
黄
仁
宇
の
指
摘
す
る
所
で

は（
（
（

、
武
官
の
子
息
は
各
地
に
設
置
さ
れ
た
軍
事
学
校
「
武
学
」
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
一
日
二
百
字
足
ら
ず
の
儒
家
の
経
典
の
講
義
を
受

け
る
に
過
ぎ
ず
、
明
代
中
葉
か
ら
始
ま
っ
た
武
試
（
本
格
的
な
運
用
は
正
徳
・
嘉
靖
年
間
以
降
）
で
も
、
重
視
さ
れ
た
の
は
武
藝
で
あ
っ
て
、
文

官
が
主
宰
す
る
筆
記
試
験
は
識
字
水
準
を
試
す
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
︒
故
に
、「
多
数
の
武
官
は
文
墨
に
う
と
く
、
政
治
意
識
に
欠

け
」、「
政
策
決
定
時
に
意
見
を
出
す
に
は
力
不
足
だ
し
、
ま
れ
に
献
策
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
文
官
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
り
得
な
」
か
っ
た
︒
武
官
の
教
養
水
準
を
こ
の
程
度
に
と
ど
め
た
要
因
に
は
、
各
級
武
官
を
指
揮
す
る
地
位
に
あ
っ
た
総
督
・
巡
撫

に
文
官
を
任
命
せ
ざ
る
を
え
な
い
情
況
を
作
り
、
武
官
よ
り
も
優
位
に
立
と
う
と
す
る
文
官
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
黄

氏
は
言
う
︒

例
外
と
し
て
、
明
代
後
期
の
嘉
靖
年
間
末
~
万
暦
年
間
に
か
け
て
対
倭
寇
戦
で
活
躍
し
た
武
官
、
兪
大
猷
（
一
五
〇
三－

七
九
）・
戚
継

光
（
一
五
二
八－

八
七
）
は
、
能
文
の
将
軍
と
し
て
知
ら
れ
、
兪
大
猷
の
著
し
た
倭
寇
討
伐
に
関
す
る
意
見
書
『
洗
海
遺
事
』、
戚
継
光
の

著
し
た
兵
書
『
紀
効
新
書
』・『
練
兵
實
記
』
な
ど
は
、
史
学
方
面
で
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
る
︒
ち
な
み
に
、
各
人
に
は
詩
文
集
『
正

氣
堂
集
』・『
止
止
堂
集
』
も
あ
る
が
、
そ
の
文
学
的
評
価
は
高
く
は
な
い
︒

し
か
し
、
筆
者
の
近
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
兪
大
猷
・
戚
継
光
以
外
に
も
、
文
学
的
素
養
を
有
す
る
明
代
武
臣
の
存
在
は
、
様
々
な

文
献
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
︒
実
の
所
、
そ
の
一
部
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
断
片
的
に
考
察
さ
れ
て
き
た
上
に
、
彼
ら
の
武
臣
と
い
う
ア
イ
デ
モ
テ
ィ
テ
ィ
モ
に
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
注
意
が
払
わ
れ
て
来
な
か
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
︒

明
代
武
臣
に
は
ど
の
よ
う
な
文
学
活
動
が
見
え
る
の
か
︒
彼
ら
は
な
ぜ
、
武
臣
で
あ
り
な
が
ら
文
学
活
動
を
行
っ
た
の
か
︒
ま
た
、

明
代
文
学
史
に
お
い
て
、
彼
ら
の
文
学
活
動
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
︒
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
明
代
文
学
を
よ
り
深
く
理

解
す
る
上
で
、
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
で
あ
ろ
う
︒

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
三
号
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二　

先
行
研
究
の
整
理

こ
こ
で
、
武
官
の
著
作
・
刻
書
な
ど
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
お
よ
び
、
近
年
筆
者
が
発
表
し
て
き
た
論
考
に
お
い
て
指

摘
し
た
事
柄
を
整
理
し
つ
つ
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
︒

ま
ず
、
白
話
文
学
の
研
究
者
の
間
で
は
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
五
十
四
「
史
部
十
、
雜
史
類
存
目
三
」
に
録
さ
れ
る
「『
平
播

始
末
』
二
卷
」（
万
暦
年
間
に
宣
撫
使
楊
応
龍
の
乱
を
鎮
圧
し
た
文
官
郭
子
章
が
記
し
た
書
）
の
提
要
に
、
以
下
の
如
く
、
武
官
が
平
話
（
白
話
小
説
の

よ
う
な
も
の
か
）
を
作
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
︒

　
（
郭
子
章
）
晩
年
退
休
家
居
、
聞
一
二
武
弁
造
作
平
話
、
左
袒
化
龍
、
飾
張
功
績
、
多
乖
事
實
︒

　
（
郭
子
章
は
）
晩
年
に
退
職
し
て
郷
里
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
一
人
二
人
の
武
弁
（
武
官
の
別
称
）
が
平
話
を
作
り
、
李
化
龍
（
字
は
于
田
、
万
暦
二
年
の
進

士
︒
郭
氏
章
と
共
に
楊
応
龍
の
乱
を
鎮
圧
）
に
肩
入
れ
し
、
功
績
を
粉
飾
し
て
、
事
実
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
を
聞
き
つ
け
た
︒

こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
武
官
が
平
話
を
作
」
っ
た
と
い
う
行
為
は
、
特
例
的
な
事
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
︒し

か
し
、
こ
の
他
に
も
、
世
宗
嘉
靖
帝
に
寵
愛
さ
れ
て
と
き
め
い
た
武
臣
、
武
定
侯
郭
勛
（
一
四
七
五－

一
五
四
二
、
字
は
世
臣
、
号
は
東
泉
・

蒼
嵓
、
安
徽
鳳
陽
の
人
︒
勛
は
勲
の
古
字
、
多
く
の
文
献
に
お
い
て
古
字
で
表
記
さ
れ
る
た
め
、
こ
ち
ら
を
用
い
る
）
が
、
白
話
小
説
『
三
國
志
演
義
』・『
水

滸
傳
』
を
私
刻
し（

（
（

、
両
者
に
倣
っ
て
『
國
朝
英
烈
記
（
一
説
に
英
烈
傳
と
題
す
）』（
お
そ
ら
く
現
存
の
『
英
烈
傳
』
と
同
じ
く
明
朝
開
国
の
歴
史
を
題
材

と
す
る
白
話
小
説
）
を
編
纂
し
た
こ
と（

（
（

、
曲
集
『
雍
熙
樂
府
』（
嘉
靖
十
年
︹
一
五
三
一
︺
序
）
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
武
官
と
白
話
小
説

と
の
非
常
に
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
︒
先
行
研
究
で
は
、
現
存
す
る
『
三
國
志
演
義
』・『
水
滸
傳
』
版
本
の
ど
れ
が
郭
勛
の
私

刻
本
（
郭
武
定
本
）
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
が
、
筆
者
は
郭
勛
の
文
学
活
動
の
背
景
を
探
る
こ
と
が
、
明

代
に
お
け
る
白
話
文
学
の
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
鍵
と
な
る
と
考
え
、
近
年
、
些
か
の
論
考
を
発
表
し
て
き
た
︒
と
り
わ
け
、

『
三
國
志
演
義
』・『
水
滸
傳
』
私
刻
の
背
景
に
は
、
郭
勛
が
そ
れ
ら
の
登
場
人
物
に
対
し
て
、
武
臣
と
し
て
の
シ
モ
パ
シ
モ
を
有
し
た
こ

と
、
お
よ
び
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

︒

ち
な
み
に
、
郭
勛
の
父
、
郭
良
や
、
高
祖
の
郭
鎮
、
曽
祖
の
郭
珍
も
詠
詩
能
力
を
有
し
た（

（
（

︒
郭
勛
の
叔
祖
に
あ
た
る
定
襄
伯
郭
登
に

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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至
っ
て
は
、
著
作
も
多
く（

（
（

、
明
代
中
葉
の
文
壇
を
牽
引
し
た
内
閣
大
臣
、
李
東
陽
か
ら
「
國
朝
武
臣
能
詩
者
、
莫
過
定
襄
伯
郭
元
登
」

（
本
朝
の
武
臣
で
詩
を
能
く
す
る
者
の
う
ち
、
定
襄
伯
郭
元
登
︹
郭
登
の
字
︺
を
超
え
る
者
は
い
な
い
）
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
明
・
李
東
陽
撰
『
麓
堂

詩
話（（
（

』）︒
少
な
く
と
も
郭
氏
の
一
門
に
お
い
て
は
、
武
藝
だ
け
で
な
く
、
文
学
的
な
素
養
も
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
、
郭
勛
と
ほ
ぼ
同
世
代
に
あ
た
る
嘉
靖
期
の
蔵
書
家
、
高
儒
（
字
は
子
醇
、
号
は
百
川
子
、
河
北
涿
州
の
人
）
に
よ
る
家
蔵
書
目
録
『
百

川
書
志
』（
嘉
靖
庚
子
︹
十
九
年
、
一
五
四
〇
︺
自
序
）
は
、
当
時
の
書
籍
の
流
通
状
況
を
伝
え
る
重
要
な
文
献
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
と

り
わ
け
巻
六
「
史
、
野
史
」
に
「『
三
國
志
通
俗
演
義
』
二
百
四
巻
（
井
口
注
:
二
百
四
十
巻
の
誤
か
）」・「『
忠
義
水
滸
傳
』
一
百
巻
」
が
著

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
白
話
文
学
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
︒
し
か
し
、
高
儒
自
身
の
身
分
や
履
歴
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
こ
れ
も
拙
論
で
指
摘
し
た
所
で
あ
る
が（

（
（

、
高
儒
の
叔
祖
は
武
宗
正
徳
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
宦
官
、

高
鳳
で
あ
り
、
高
儒
自
身
も
錦
衣
衛
指
揮
に
至
っ
た
世
襲
武
官
で
あ
っ
た
︒

少
し
時
代
は
遡
る
が
、
明
代
中
期
の
著
名
な
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
黄
琳
（
一
四
五
〇－

一
五
二
〇
、
字
は
モ
之
、
号
は
蘊
真
・
休
伯
・
国
器
、

安
徽
休
寧
の
人
）
も
、
錦
衣
衛
指
揮
僉
事
・
指
揮
同
知
に
至
っ
た
武
官
で
あ
り
な
が
ら
、
南
京
に
蔵
書
楼
「
富
文
堂
」
を
構
え
、
書
籍
・
文

物
の
収
集
を
愛
好
し
た
人
物
で
、
し
ば
し
ば
当
代
の
風
流
人
（
後
述
の
陳
鐸
な
ど
）
を
富
文
堂
に
集
め
て
文
物
観
賞
を
兼
ね
た
饗
宴
を
開
き
、

そ
の
場
は
一
種
の
サ
ロ
モ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

︒

高
儒
に
せ
よ
、
黄
琳
に
せ
よ
、
皇
帝
の
耳
目
と
な
っ
て
逮
捕
・
拷
訊
を
掌
る
錦
衣
衛
の
指
揮
と
い
う
、
高
位
の
武
官
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
書
籍
・
文
物
の
収
集
を
可
能
に
せ
し
め
る
だ
け
の
莫
大
な
財
産
の
獲
得
に
繋
が
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒

次
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
文
言
小
説
集
『
花
影
集
』（
正
徳
十
一
年
︹
一
五
一
六
︺
序
、
嘉
靖
二
年
︹
一
五
二
三
︺
引
）
の
撰
者
、
陶
輔
で
あ
る
︒

『
花
影
集
』
は
、
こ
れ
に
収
め
ら
れ
る
短
篇
小
説
が
、
馮
夢
龍
「
三
言
」
の
原
話
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
（
例
え
ば
「
劉
方
三
義
傳
」

は
『
醒
世
恒
言
』
巻
十
「
劉
小
官
雌
雄
兄
弟
」
の
原
話
）、
明
代
白
話
文
学
研
究
の
中
で
言
及
さ
れ
て
来
た
書
籍
で
あ
る
が（

（1
（

、
撰
者
の
陶
輔
は
、
応

天
衛
指
揮
を
世
襲
し
た
武
官
で
あ
り
な
が
ら
、
文
学
に
没
頭
し
た
た
め
、
辞
職
し
て
著
述
に
身
を
投
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
（『
花
影
集
』
序
・

引
（
（1
（

）︒最
後
に
、
白
話
小
説
『
金
瓶
梅
詞
話
』
に
、
元
明
期
の
曲
作
家
の
手
に
な
る
散
曲
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
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あ
る
が
、
な
か
ん
ず
く
、
陳
鐸
（
一
四
四
三
？－

一
五
〇
七
、
字
は
大
聲
、
号
は
秋
碧
、
下
邳
の
人
だ
が
世
襲
武
職
の
た
め
金
陵
に
居
す
）
の
散
曲
が
少
な

か
ら
ず
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

︒
陳
鐸
は
、
南
京
済
川
衛
指
揮
使
（
南
京
中
軍
右
都
督
）
に
至
っ
た
世
襲
武
官
で

あ
り
な
が
ら
、
詩
集
・
詞
集
・
散
曲
集
・
雑
劇
な
ど
、
豊
富
な
著
作
を
持
つ
人
物
で
あ
る
︒
自
身
で
琵
琶
・
三
線
な
ど
を
弾
き
な
が
ら

唱
う
こ
と
も
で
き
、
妓
モ
か
ら
「
楽
王
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
、
前
出
の
黄
琳
が
金
陵
に
構
え
て
い
た
富
文
堂
で
の
饗
宴
で
、
当

代
の
曲
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
た
徐
霖
と
散
曲
を
合
作
し
た
と
い
う
逸
話
な
ど
、
風
流
な
伝
聞
が
明
末
に
至
る
ま
で
語
ら
れ
て
い
る（

（1
（

︒

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
明
代
武
臣
の
著
作
・
刻
書
、
文
学
活
動
を
改
め
て
列
挙
し
て
み
る
と
、
白
話

小
説
（
平
話
）
で
あ
っ
た
り
、
文
言
で
は
あ
る
が
創
作
小
説
集
で
あ
っ
た
り
、
散
曲
や
雑
劇
で
あ
っ
た
り
と
、
通
俗
文
学
の
世
界
に
近
い

も
の
が
多
い
こ
と
、
お
よ
び
、
明
代
中
葉
に
あ
た
る
成
化
~
嘉
靖
年
間
前
期
の
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
︒
一
般
的
に
は
、
白
話
文

学
の
黄
金
時
代
は
、
明
代
後
葉
に
あ
た
る
嘉
靖
後
期
・
隆
慶
・
万
暦
年
間
以
降
に
、
商
業
出
版
の
隆
盛
と
と
も
に
到
来
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
上
記
の
武
臣
に
よ
る
著
作
・
刻
書
な
ど
の
文
学
活
動
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

明
代
文
学
史
に
お
い
て
、
武
臣
の
文
学
活
動
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
︒
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
先
ん
じ
て
、

明
朝
一
代
を
通
じ
て
武
臣
に
よ
る
著
作
・
刊
本
が
ど
の
程
度
存
在
し
た
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
︒
そ
こ
で
筆
者
は
、
種
々
の
書

籍
目
録
や
史
書
、
伝
記
資
料
、
デ
モ
モ
ベ
モ
ス
な
ど
を
資
料
と
し
て
用
い
、
明
代
武
臣
に
よ
る
著
作
・
刊
本
の
調
査
を
行
っ
た
︒
結
果
、

筆
者
の
調
べ
の
つ
い
た
限
り
で
は
、
七
十
八
人
の
武
臣
に
よ
る
著
作
・
刊
本
が
見
つ
か
っ
た
︒
無
論
、
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
者
、
筆

者
の
目
の
届
か
な
か
っ
た
者
は
、
こ
れ
以
上
に
存
在
し
た
は
ず
で
、
そ
の
全
体
数
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

各
著
作
・
刊
本
の
書
誌
情
報
を
全
て
詳
し
く
紹
介
し
た
い
所
で
は
あ
る
が
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
調
査
結
果
の
全
体
は
表
に

整
理
し
て
別
稿
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し（

（1
（

、
本
論
で
は
、
明
代
文
学
史
に
お
け
る
武
臣
の
文
学
活
動
を
概
観
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、

数
例
を
と
り
あ
げ
て
考
察
す
る
に
と
ど
め
る
︒

以
下
、
明
朝
約
二
七
〇
年
の
歴
史
を
、
社
会
的
・
政
治
的
変
容
に
鑑
み
て
、（
一
）
洪
武
・
建
文
・
永
楽
・
洪
煕
年
間
（
一
三
六
八
~
一

四
二
五
）、（
二
）
宣
徳
・
正
統
・
景
泰
・
天
順
年
間
（
一
四
二
六
~
六
四
）、（
三
）
成
化
・
弘
治
・
正
徳
・
嘉
靖
年
間
前
期
（
一
四
六
五
~
一
五

四
二
）、（
四
）
嘉
靖
年
間
後
期
・
隆
慶
・
万
暦
・
泰
昌
・
天
啓
・
崇
禎
（
一
五
四
三
~
一
六
四
四
）
の
四
期
に
区
分
す
る
こ
と
に
す
る
︒
こ
の

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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区
分
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
独
断
に
よ
る（

（1
（

︒

三　

洪
武
・
建
文
・
永
楽
・
洪
煕
年
間
（
一
三
六
八
〜
一
四
二
五
）

元
末
明
初
の
戦
乱
に
お
い
て
、
太
祖
朱
元
璋
に
従
っ
て
前
線
に
立
ち
、
元
軍
お
よ
び
各
地
の
群
雄
と
戈
を
交
え
、
軍
功
を
挙
げ
て
武

官
に
封
ぜ
ら
れ
た
猛
者
た
ち
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
々
軍
事
に
明
け
暮
れ
る
か
、
新
城
建
設
の
土
木
工
事
監
督
と
い
っ
た
職
務

に
追
わ
れ
、
と
て
も
文
学
に
戯
れ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
但
し
、
そ
れ
ら
開
国
の
功
臣
の
子
・
孫
の
世
代
に
は
、
文

学
的
素
養
を
身
に
つ
け
た
人
物
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
見
出
せ
る
︒

例
え
ば
、
開
国
の
功
臣
で
武
定
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
郭
英
（
一
三
三
五－

一
四
〇
三
、
武
定
侯
郭
勛
の
六
代
祖
）
は
、
あ
く
ま
で
武
藝
の
人
で
あ

り
、
本
人
に
は
文
学
的
素
養
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
嫡
長
子
郭
鎮
（
？－

一
三
九
九
、
駙
馬
都
尉
、
太
祖
十
二
皇
モ
永
嘉
後
主
に
配
せ
ら

る
）
に
は
詩
集
『
親
賢
集
』
一
巻
が
あ
り
（
高
儒
撰
『
百
川
書
志
』
巻
十
六
「
集
、
國
朝
」）、
そ
の
子
郭
珍
（
一
三
九
三－

一
四
四
七
、
錦
衣
衛
指
揮
僉

事
）
に
も
詩
集
『
芸
閣
稿
』
六
巻
・『
賓
竹
詩
餘
』
一
巻
が
あ
っ
た
（
同
上
『
百
川
書
志
』
巻
十
六
、
及
び
巻
十
八
「
集
、
歌
詞
」）︒
郭
珍
に
つ
い
て

は
、
そ
の
墓
誌
に
、「
篤
好
經
史
、
讀
書
數
行
俱
下
、
日
記
千
言
、
終
身
不
忘
」（
経
書
・
史
書
を
よ
く
好
み
、
学
べ
ば
数
行
を
み
な
理
解
し
、
日
々

千
の
言
葉
を
暗
記
し
、
生
涯
忘
れ
な
か
っ
た
）
と
、
読
書
に
勤
し
ん
だ
様
子
が
見
え
る（

（1
（

︒
こ
の
表
現
は
古
く
か
ら
定
型
表
現
と
し
て
文
官
の
墓
誌

を
中
心
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
故
人
を
称
揚
す
る
意
図
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
郭
珍
の
詩
集
が
存
在
し
た
事
実
に

鑑
み
れ
ば
、
彼
の
文
学
的
素
養
が
あ
る
程
度
の
水
準
に
達
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
︒

さ
ら
に
、
郭
英
の
第
八
子
、
郭
鈺
（
？－

一
四
〇
三
、
贈
定
襄
伯
、
定
襄
伯
郭
登
の
父
）
も
、
著
に
詩
集
『
定
襄
集
』
四
巻
が
あ
り
（
同
上
『
百

川
書
志
』
巻
十
六
）、「
年
十
三
、
作
『
憫
農
詩
』・『
大
旱
爲
霖
賦
』、
傳
播
都
下
︒
太
祖
召
見
、
敷
對
詳
明
、
極
眷
愛
之
︒
與
李
曹
公
景
隆
・

王
駙
馬
寧
、
倡
和
爲
詩
︒
方
孝
孺
尤
器
重
其
人
」（
十
三
歳
に
し
て
、『
農
を
憫
れ
む
詩
』・『
大
旱
爲
霖
賦
』
を
作
り
、
都
に
名
を
馳
せ
た
︒
太
祖
が
召
し
出

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
受
け
答
え
が
詳
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
た
い
そ
う
可
愛
が
っ
た
︒
曹
国
公
李
景
隆
・
駙
馬
都
尉
王
寧
と
、
詩
を
唱
和
し
て
い
る
︒
方
孝
孺
は
と
り

わ
け
彼
の
人
柄
・
才
能
を
認
め
て
重
ん
じ
た
）
と
い
う
（
清
・
銭
謙
益
輯
『
列
朝
詩
集（（1
（

』
乙
集
「
郭
定
襄
登　

附
見
贈
定
襄
鈺
」）︒

郭
鈺
と
詩
を
唱
和
し
た
と
い
う
人
物
の
一
人
、
曹
国
公
李
景
隆
（
一
三
六
九－

一
四
二
九
、
盱
眙
の
人
）
も
、
武
臣
で
あ
り
な
が
ら
「
讀
書

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
三
号

78



通
典
故
」（
読
書
し
て
経
書
に
通
じ
た
）
人
物
で
あ
っ
た
（
清
・
張
廷
玉
ら
撰
『
明
史（（1
（

』
巻
一
二
六
「
列
傳
十
四
、
李
文
忠
︹
附
景
隆
︺」）︒
そ
の
背
景
に
は
、

開
国
の
功
臣
で
曹
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
父
の
李
文
忠
が
、
自
身
も
「
酷
好
文
事
」（
た
い
そ
う
文
事
を
好
む
）
人
物
で
、「
景
隆
少
小
、
卽
使

之
讀
書
、
友
儒
生
」（
景
隆
が
幼
い
頃
か
ら
、
彼
に
読
書
を
さ
せ
、
儒
学
を
修
め
る
者
と
交
わ
ら
せ
）
る
と
い
う
（
明
・
徐
紘
撰
『
明
名
臣
琬
琰
錄（（2
（

』
巻
十
一
、

明
・
宋
端
儀
撰
「
曹
國
公
傳
」）、
家
庭
内
で
の
教
育
方
針
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒

こ
の
他
、
開
国
の
功
臣
、
黔
国
公
沐
英
の
子
で
あ
る
沐
昂
は
、
都
指
揮
同
知
、
最
終
的
に
は
右
都
督
に
陞
っ
た
武
官
で
、
雲
南
に
起

こ
っ
た
思
任
発
の
乱
を
平
定
す
る
な
ど
の
武
勲
を
建
て
た
人
物
で
あ
る
が
（『
明
史
』
巻
一
二
六
「
列
傳
十
四
、
沐
英
︹
附
昂
︺」）、
著
に
詩
集
『
素

軒
集
』
十
二
巻
（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
三
二
九
冊
に
南
京
図
書
館
蔵
明
刊
本
が
収
録
さ
れ
る
）、
お
よ
び
明
初
の
雲
南
の
名
士
二
十
一
人
の
詩
二
百

餘
首
を
集
め
た
総
集
『
滄
海
遺
珠
集
』
四
巻
（
安
徽
図
書
館
蔵
明
成
化
十
三
年
重
刊
本
が
現
存
）
が
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
、
開
国
の
功
臣
の
子
・
孫
の
世
代
に
は
、
文
学
的
素
養
を
持
つ
者
が
存
在
し
た
︒
そ
の
要
因
と
し
て
、
家
庭
内
に
お
い

て
、
父
親
が
武
藝
だ
け
で
な
く
文
学
も
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
子
に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
る
と
い
う
情
況
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒

さ
ら
に
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
社
会
的
要
因
と
し
て
、
朱
元
璋
以
下
の
皇
帝
が
「
文
武
兼
備
」
の
人
材
を
求
め
、
武
臣
の
子
弟
を
国

子
監
に
入
れ
、
後
に
は
武
学
を
設
立
し
て
学
ば
せ
る
と
い
う
政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
を
指
摘
し
た
い
︒

明
初
の
洪
武
九
年
（
一
三
七
六
）、
太
祖
朱
元
璋
は
、「
鳯
陽
武
臣
子
弟
、
肆
業
於
中
都
國
子
學
」（
鳳
陽
︹
現
安
徽
省
滁
州
市
鳳
陽
県
、
朱
元
璋

の
出
身
地
で
、
明
建
国
時
に
都
城
を
築
き
中
都
と
称
し
た
︺
に
い
る
武
臣
の
子
弟
に
、
中
都
の
国
子
学
で
勉
学
に
勤
し
む
）
よ
う
命
じ
（『
太
祖
實
錄（（2
（

』
巻
一
〇
五

︹
洪
武
九
年
三
月
︺
癸
未
）、
翌
洪
武
十
年
に
も
再
度
、
大
都
督
府
に
「
選
武
臣
子
弟
、
入
國
子
學
讀
書
」（
武
臣
の
子
弟
を
選
び
、
国
子
学
に
入
れ
て

学
問
さ
せ
る
）
よ
う
命
じ
て
い
る
（『
太
祖
實
錄
』
巻
一
一
四
︹
洪
武
十
年
八
月
︺
癸
丑
）︒
そ
の
理
由
に
つ
い
て
朱
元
璋
は
、
以
下
の
よ
う
に
諭
告

す
る
︒

　

武
臣
從
朕
定
天
下
、
以
功
世
祿
︒
其
子
弟
長
於
富
貴
、
又
以
父
兄
早
殁
、
鮮
知
問
學
︒
宜
令
讀
書
、
知
古
今
、
識
道
理
、
俟
有

成
立
、
然
後
命
官
︒
庶
幾
得
其
實
用
也
︒
︙
（
中
略
）
︙
今
武
臣
子
弟
、
但
知
習
武
事
、
特
患
在
不
知
學
耳
︒（
同
上
『
太
祖
實
錄
』

巻
一
一
四
）

　
武
臣
は
朕
に
従
っ
て
天
下
を
平
定
し
、
そ
の
功
を
以
て
代
々
俸
禄
を
得
て
い
る
︒
そ
の
子
弟
は
財
産
も
豊
富
な
高
い
身
分
の
生
活
の
中
で
育
ち
、
ま
た
父
兄

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景

79



が
早
く
に
没
し
て
い
る
た
め
に
、
学
問
を
欠
い
て
い
る
︒
彼
ら
に
勉
学
さ
せ
、
歴
史
を
学
ば
せ
、
道
理
を
わ
か
ら
せ
、
一
人
前
に
な
る
の
を
待
っ
て
、
官
に
任
じ

る
べ
き
で
あ
る
︒
︙
︹
中
略
︺
︙
近
頃
の
武
臣
の
子
弟
は
、
み
な
軍
事
上
の
こ
と
ば
か
り
習
っ
て
お
り
、
こ
と
に
憂
慮
さ
れ
る
の
は
学
問
を
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ

る
︒

ま
た
、
洪
武
十
四
年
（
一
三
八
一
）、
人
材
登
用
に
つ
い
て
吏
部
と
兵
部
に
諭
告
し
た
際
、
以
下
の
よ
う
な
考
え
を
表
明
し
て
い
る
︒

　

三
代
學
者
、
無
所
不
習
、
故
其
成
材
、
文
武
兼
備
︒
後
世
九
流
判
立
、
士
習
始
分
︒
服
逢
掖
者
、
或
不
閑
于
武
畧
、
被
甲
冑
者
、

或
不
通
于
經
術
︒
兼
之
者
、
其
惟
達
材
乎
︒
三
代
而
下
、
若
諸
葛
孔
明
・
羊
祜
・
杜
預
・
李
靖
輩
、
文
武
兼
資
︒
︙
（
中
略
）
︙

今
武
臣
子
弟
、
朕
嘗
命
之
講
學
、
其
閒
豈
無
聰
明
・
賢
智
・
有
志
于
學
者
︒
若
概
視
爲
武
人
不
用
、
則
失
之
矣
︒
卿
等
其
審
擇
用

之
︒（『
太
祖
實
錄
』
巻
一
四
〇
︹
洪
武
十
四
年
十
一
月
︺
甲
辰
）

　

夏
・
商
・
周
の
三
代
の
学
者
は
、
学
ば
ぬ
も
の
は
な
く
、
故
に
有
能
な
人
材
と
な
り
、
文
武
の
才
能
を
兼
ね
備
え
た
の
で
あ
る
︒
後
代
の
九
流
（
先
秦
時
代
の

九
つ
の
学
派
、
儒
・
道
・
陰
陽
・
法
・
名
・
墨
・
縦
横
・
雑
・
農
）
が
確
立
す
る
と
、
は
じ
め
て
読
書
人
の
気
風
が
分
か
た
れ
た
︒
儒
士
は
、
あ
る
者
は
戦
の
謀

ご
と
に
熟
習
せ
ず
、
武
士
は
、
あ
る
者
は
経
学
に
基
づ
く
政
治
に
通
暁
し
な
く
な
っ
た
︒（
し
か
し
）
文
武
を
兼
備
す
る
者
こ
そ
、
道
理
に
通
じ
る
人
材
な
の
で

あ
る
︒
三
代
の
後
で
は
、
諸
葛
孔
明
・
羊
祐
・
杜
預
・
李
靖
な
ど
が
、
文
武
の
才
能
を
兼
ね
備
え
て
い
た
︒
︙
（
中
略
）
︙
近
頃
の
武
臣
の
子
弟
の
中
に
も
、
朕

は
以
前
彼
ら
に
学
問
を
研
究
す
る
よ
う
命
じ
た
所
で
あ
る
が
、
聡
明
で
智
慧
が
優
れ
、
学
問
に
志
を
抱
く
者
が
き
っ
と
あ
る
︒
彼
ら
を
一
絡
げ
に
武
人
と
看
做
し

て
用
い
な
け
れ
ば
、
だ
め
に
し
て
し
ま
う
︒
な
ん
じ
ら
（
吏
部
と
兵
部
の
官
員
）
は
よ
く
考
え
て
彼
ら
を
登
用
せ
よ
︒

朱
元
璋
は
古
代
か
ら
の
政
治
を
振
り
返
り
、
国
を
治
め
る
た
め
に
は
文
武
の
才
能
を
兼
ね
備
え
た
人
材
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
た
ら
し

い
︒
彼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
武
官
の
子
弟
は
、
父
親
に
倣
っ
て
武
藝
・
武
略
を
修
め
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
経
世
の
学
問
を
身
に
つ

け
さ
せ
れ
ば
、
蜀
漢
の
丞
相
諸
葛
孔
明
、
西
晋
開
国
の
大
臣
羊
祜
、
魏
晋
の
将
軍
で
経
学
家
で
も
あ
っ
た
杜
預
、
唐
朝
開
国
の
勲
臣
李

靖
の
如
き
、
俊
傑
に
育
ち
得
る
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
だ
と
言
う
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
、
文
官
は
武
人
あ
が
り
の
人
間
を
野
卑
な
者
と

し
て
嫌
い
が
ち
で
あ
る
が
、
優
れ
た
人
材
を
見
落
と
さ
ぬ
よ
う
に
と
諭
し
た
の
で
あ
る
︒

前
出
の
郭
鎮
・
郭
珍
・
郭
鈺
・
李
景
隆
・
沐
昂
に
つ
い
て
は
、
朱
元
璋
の
諭
告
に
従
っ
て
国
子
監
に
入
り
、
そ
こ
で
文
学
的
素
養
を

身
に
つ
け
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
実
例
と
し
て
、
後
軍
都
督
僉
事
に
至
っ
た
武
官
の
呉
庸
（
？－

一
四
一
〇
、
太
平
府
蕪
湖
の
人
）

と
い
う
人
物
は
、「
嘗
以
武
臣
子
入
太
學
、
讀
書
通
大
義
︒
屢
試
武
藝
、
皆
出
同
輩
右
」（
以
前
に
武
臣
の
子
で
あ
り
な
が
ら
太
学
︹
国
子
監
︺
に
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入
り
、
学
問
を
研
究
し
て
大
義
に
通
暁
し
た
︒
た
び
た
び
武
藝
の
試
験
を
受
け
、
い
つ
も
同
年
代
の
輩
か
ら
抜
き
ん
出
て
い
た
）
と
い
い
（『
太
宗
實
錄
』
巻
一
〇
八

︹
永
楽
八
年
九
月
︺
丙
子
）、
著
に
『
忠
義
直
言
』
二
巻
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
周
秦
漢
唐
宋
元
、
名
臣
・
義
士
・
節
婦
并
畜
類
、
分
爲
十

目
、
總
百
條
︒
直
言
不
文
、
使
人
易
入
」（
周
・
秦
・
漢
・
唐
・
宋
・
元
の
、
著
名
な
賢
臣
、
忠
義
の
人
、
節
操
正
し
き
婦
人
、
畜
生
に
類
す
る
人
に
つ
い
て
、

十
目
に
分
け
、
全
百
条
を
立
て
、
飾
り
気
な
く
率
直
な
文
体
で
、
読
者
も
と
っ
つ
き
や
す
い
）
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
高
儒
撰
『
百
川
書
志（（2
（

』
巻
四
「
史
、
故

事
」）︒
朱
元
璋
の
教
育
政
策
は
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒

こ
の
他
に
も
、
朱
元
璋
は
将
才
を
養
う
政
策
の
一
環
と
し
て
、
武
臣
の
不
法
行
為
を
戒
め
る
法
制
三
十
一
篇
を
収
め
た
『
大
誥
武
臣
』

一
巻
、
古
今
の
武
臣
の
善
悪
を
噛
み
砕
い
て
説
い
た
『
武
士
訓
戒
錄
』
一
巻
、
武
臣
の
奢
侈
を
戒
め
る
た
め
に
礼
制
を
整
理
し
て
記
し

た
『
稽
古
定
制
』
一
巻
と
い
っ
た
書
物
を
編
纂
さ
せ
、
武
臣
に
頒
布
す
る
な
ど
し
て
い
る（

（2
（

︒

ま
た
、
開
国
の
功
臣
と
し
て
公
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
ク
ラ
ス
の
武
臣
の
一
門
は
、
高
位
の
貴
族
に
違
い
な
く
、
宮
中
に
出
入
り
す
る
機

会
や
、
高
級
文
官
と
交
際
を
持
つ
機
会
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
前
出
の
資
料
（『
列
朝
詩
集
』
乙
集
「
郭
定
襄
登　

附
見
贈
定
襄
鈺
」）

に
、
武
定
侯
郭
英
の
第
八
子
郭
鈺
は
、
建
文
年
間
の
大
官
、
方
孝
孺
（
一
三
五
七－

一
四
〇
二
、
字
は
希
直
、
一
字
希
古
、
号
は
遜
志
、
浙
江
寧
海
の

人
）
か
ら
人
柄
・
才
能
を
認
め
ら
れ
て
重
ん
じ
ら
れ
た
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
そ
う
い
っ
た
情
況
の
中
で
生
じ
た
交
際
で
あ
っ
た
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
︒

方
孝
孺
は
、
靖
難
の
変
（
一
三
九
九
~
一
四
〇
二
）
で
燕
王
朱
棣
（
後
の
第
三
代
皇
帝
、
成
祖
永
楽
帝
）
に
熾
烈
な
反
抗
を
見
せ
、
磔
刑
に
処
さ

れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
烈
士
で
あ
る
︒
開
国
文
臣
の
第
一
と
称
さ
れ
る
宋
濂
に
教
え
を
受
け
、
洪
武
二
十
五
年
（
一
三
九
二
）
に
漢
中
府

（
現
陝
西
省
漢
中
市
）
教
授
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
日
々
諸
生
と
講
学
し
て
倦
ま
ず
、
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
）
に
建
文
帝
が
即
位
す
る
や
、

翰
林
侍
講
に
登
用
さ
れ
、
翌
年
に
は
侍
講
学
士
と
な
り
、
建
文
帝
の
近
臣
と
し
て
政
治
を
補
佐
し
た
︒
靖
難
の
変
の
後
、
燕
王
は
南
京

に
入
城
す
る
と
、
方
孝
孺
に
詔
勅
を
書
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、
方
孝
孺
は
筆
を
地
に
投
げ
つ
け
、
燕
王
の
た
め
に
は
死
ん
で
も
詔
勅
を

起
草
せ
ぬ
と
罵
っ
た
︒
た
め
に
一
族
朋
友
と
と
も
に
誅
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
明
史
』
巻
一
四
一
「
列
傳
二
十
九
、
方
孝
孺
」）︒

武
臣
の
中
に
は
、
こ
の
方
孝
孺
か
ら
学
問
を
授
か
っ
た
者
も
あ
っ
た
︒
開
国
の
功
臣
で
徳
慶
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
廖
永
忠
の
孫
、
廖
鏞

（
安
徽
巣
県
の
人
、
官
は
都
督
に
至
る
）
は
、
靖
難
の
変
の
後
、
弟
の
廖
銘
と
と
も
に
「
嘗
受
學
方
孝
孺
」（
か
つ
て
方
孝
孺
に
教
え
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
）、
学
問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
成
祖
（
永
楽
帝
）
に
招
か
れ
た
が
、
師
の
方
孝
孺
は
、「
汝
讀
幾
年
書
、
還
不
識
箇
是
字
」（
お
ぬ
し
ら

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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は
何
年
も
学
問
を
研
究
し
な
が
ら
、
ま
だ
「
是
」︹
正
し
い
︺
の
字
も
知
ら
ぬ
）
と
憤
怒
し
た
︒
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
成
祖
が
大
い
に
怒
り
、
方
孝
孺

を
捕
ら
え
て
南
京
の
聚
宝
門
外
で
七
日
間
罵
ら
せ
、
磔
に
処
す
と
、
廖
兄
弟
は
そ
の
遺
骸
を
収
め
、
聚
宝
門
外
の
山
上
に
葬
っ
た
と
い

う
（
明
・
焦
竑
輯
『
國
朝
獻
徴
錄（（2
（

』
巻
一
〇
六
「
都
督
廖
鏞
傳
附
弟
銘　

忠
節
錄
」）︒

同
じ
く
、
世
襲
指
揮
僉
事
の
武
官
、
倪
遴
（
安
徽
巣
県
の
人
）
も
、「
嘗
同
廖
鏞
兄
弟
、
授
業
於
方
孝
孺
門
」（
か
つ
て
廖
兄
弟
と
と
も
に
、
方

孝
孺
の
下
で
学
問
を
授
か
っ
た
）
こ
と
が
あ
る
博
学
審
問
の
士
で
、
方
孝
孺
の
死
に
慟
哭
し
、
そ
の
英
霊
を
供
養
し
て
、
宮
中
へ
参
内
し
な

か
っ
た
た
め
、
成
祖
は
怒
り
、
倪
遴
を
免
職
さ
せ
死
刑
に
せ
よ
と
命
じ
た
と
い
う
（
明
・
曹
参
芳
撰
『
遜
國
正
氣
紀（（2
（

』
巻
三
「
文
忠
列
傳
、
倪
旺
子

遴
」）︒以

上
の
よ
う
に
、
明
初
に
は
、
武
臣
の
子
弟
を
国
子
監
、
後
に
は
武
学
に
入
れ
て
、
文
武
兼
備
の
人
材
を
育
て
る
と
い
う
政
策
が
と

ら
れ
、
武
臣
の
中
に
も
、
武
藝
・
武
略
だ
け
で
な
く
文
学
、
経
世
の
学
問
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
者
が
出
て
く
る
︒
し

か
も
高
級
武
官
は
、
名
儒
と
交
際
し
た
り
、
そ
の
学
問
を
授
か
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
︒
そ
の
結
果
、
開
国
の
功
臣
の

子
・
孫
世
代
に
は
文
学
的
素
養
を
持
ち
、
著
作
を
著
す
ほ
ど
の
者
が
現
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

四　

宣
徳
・
正
統
・
景
泰
・
天
順
年
間
（
一
四
二
六
〜
六
四
）

宣
徳
年
間
（
一
四
二
六
~
三
五
）
に
入
る
と
、
明
初
の
よ
う
な
群
発
的
な
戦
乱
、
壮
烈
な
戦
闘
は
減
少
し
、
天
下
は
あ
る
程
度
の
安
定
期

を
迎
え
た
と
言
わ
れ
る
︒
と
は
い
え
、
正
統
年
間
（
一
四
三
六
~
四
九
）
に
は
、
中
国
西
南
部
、
雲
南
麓
川
（
現
在
の
ミ
ャ
モ
マ
モ
と
の
国
境
付

近
）
の
宣
慰
司
（
土
官
）
思
任
発
・
思
機
発
父
子
に
よ
る
反
乱
が
勃
発
し
、
こ
れ
に
対
し
て
明
朝
は
、
正
統
四
年
（
一
四
三
九
）
か
ら
十
三

年
（
一
四
四
八
）
の
間
に
四
次
に
も
わ
た
っ
て
征
伐
軍
を
送
っ
て
い
る
（
所
謂
「
麓
川
の
役
」）︒
ま
た
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
年
）
の
「
土

木
の
変
」
で
は
、
北
方
の
オ
イ
ラ
モ
ト
の
侵
攻
に
対
し
、
大
軍
を
率
い
て
親
征
を
行
っ
た
英
宗
正
統
帝
が
、
敵
の
首
領
エ
セ
モ
に
大
敗

し
て
自
ら
も
捕
虜
と
な
る
と
い
う
一
大
事
件
が
起
こ
る
︒
さ
ら
に
、
明
初
か
ら
し
ば
し
ば
反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
広
西
貴
州
付
近
の
少

数
民
族
、
苗
族
が
、
景
泰
元
年
（
一
四
五
〇
）
に
至
っ
て
大
規
模
な
反
乱
を
起
こ
し
、
代
宗
景
泰
帝
の
命
を
受
け
た
保
定
伯
梁
珤
が
、
大

軍
を
率
い
て
征
伐
を
行
っ
て
い
る
︒
正
統
・
天
順
年
間
に
は
、
広
西
の
山
険
、
大
藤
峡
（
現
広
西
壮
族
自
治
区
桂
平
市
西
北
に
位
置
）
で
瑤
族
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（
ヤ
オ
族
）
ら
に
よ
る
反
乱
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
︒
こ
の
他
に
も
、
異
民
族
・
少
数
民
族
と
の
小
規
模
な
軍
事
的
衝
突
は
、
絶
え

間
な
く
生
じ
て
い
た
︒

こ
れ
ら
の
征
伐
軍
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
人
数
の
武
臣
が
駆
り
出
さ
れ
た
︒
そ
し
て
、
そ
の
地
で
武
功
を
挙
げ
た
武
臣
の
中

に
、
従
軍
中
に
詩
を
賦
し
た
り
、
征
伐
の
事
跡
を
記
録
し
て
書
籍
を
編
纂
し
た
り
す
る
者
が
現
れ
る
︒

例
え
ば
、
先
に
も
触
れ
た
武
定
侯
郭
英
の
孫
、
郭
登
（
一
四
〇
三－

七
二
、
字
は
元
登
、
臨
淮
の
人
）
は
、
正
統
中
に
総
兵
官
王
驥
（
一
三
七
八

－

一
四
六
〇
、
字
は
尚
徳
、
直
隷
束
鹿
の
人
、
永
楽
四
年
の
進
士
、
官
は
兵
部
尚
書
兼
大
理
寺
卿
に
至
り
、
靖
遠
伯
に
封
ぜ
ら
れ
る
）
に
従
っ
て
雲
南
麓
川
に
出

征
、
さ
ら
に
沐
斌
（
一
三
九
七－

一
四
五
〇
、
字
は
文
輝
、
鳳
陽
定
遠
の
人
、
開
国
の
功
臣
沐
英
の
孫
）
に
従
っ
て
雲
南
騰
衝
（
現
雲
南
省
保
山
市
騰
衝
県
）

へ
出
征
し
、
そ
れ
ら
の
功
に
よ
っ
て
後
に
定
襄
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
武
臣
で
、
英
宗
の
オ
イ
ラ
モ
ト
親
征
に
も
扈
従
し
て
、
防
虜
の
要
衝
、

大
同
府
（
現
山
西
省
大
同
市
）
の
守
備
を
担
う
な
ど
、
多
く
の
武
勲
を
立
て
た
人
物
で
あ
る
（『
明
史
』
巻
一
七
三
「
列
傳
六
十
一
、
郭
登
」）︒
一
方

で
詩
も
よ
く
し
、
書
籍
の
執
筆
・
編
纂
作
業
も
盛
ん
に
行
っ
た
人
物
で
あ
っ
た（

（2
（

︒
そ
の
著
作
の
う
ち
、『
南
征
集
』
と
題
さ
れ
る
四
巻

は
、
現
存
し
て
い
な
い
た
め
に
正
確
な
内
容
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
（『
毓
慶
勳
懿
集
』
巻
七
「
碑
文
」、
明
・
彭
時
撰
「
定
襄
忠
武
侯
神
道
碑
」
に
記

録
あ
り（（2
（

）、
書
名
を
見
る
に
、
麓
川
・
騰
衝
へ
の
出
征
中
に
賦
し
た
詩
を
輯
め
た
も
の
か
、
征
伐
の
い
き
さ
つ
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒

ま
た
、
正
統
末
に
英
宗
の
オ
イ
ラ
モ
ト
親
征
に
扈
従
し
た
武
官
、
袁
彬
（
一
四
〇
一－

七
七
、
字
は
文
質
、
江
西
新
昌
の
人
、
官
は
左
府
都
督
同
知

に
至
る
）
は
、
土
木
の
変
に
際
し
、
錦
衣
衛
校
尉
と
い
う
低
級
武
官
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
敵
に
怯
ん
だ
り
逃
亡
す
る
こ
と
な
く
、
捕
虜

と
な
っ
た
英
宗
を
傍
近
く
で
守
り
続
け
た
忠
義
の
士
と
し
て
知
ら
れ
る
が
（『
明
史
』
巻
一
六
七
「
列
傳
五
十
五
、
袁
彬
」）、『
北
征
事
蹟
』
一
巻

を
撰
し
て
、
土
木
の
変
の
経
緯
を
詳
し
く
書
き
残
し
て
い
る
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
史
部
四
十
六
冊
に
首
都
図
書
館
蔵
明
嘉
靖
呉
郡
袁
氏
嘉
趣
堂
刻

金
声
玉
振
集
本
が
収
録
さ
れ
る
）︒

さ
ら
に
、
本
節
で
設
定
し
た
時
代
区
分
よ
り
も
少
し
時
期
は
遅
れ
る
が
、
世
襲
の
済
寧
衛
指
揮
使
で
あ
っ
た
趙
輔
（
？－

一
四
六
七
、
字

は
良
佐
、
鳯
陽
の
人
）
は
、
成
化
元
年
（
一
四
六
五
）
に
広
西
の
険
要
、
大
藤
峡
で
発
生
し
た
瑤
族
の
乱
（
所
謂
「
藤
峡
の
盗
乱
」）
を
平
定
し
、
そ

の
功
を
以
て
武
靖
伯
に
封
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）
に
は
遼
東
方
面
の
モ
真
族
を
討
ち
、
翌
年
侯
爵
に
進
ん
だ
武
臣
で

あ
る
︒
著
に
、
遼
東
征
伐
の
経
緯
を
詠
ん
だ
『
平
夷
賦
』
一
巻
（
明
・
沈
節
甫
編
『
紀
錄
彙
編
』
巻
三
十
九
に
収
録
）
と
、
同
じ
く
遼
東
征
伐
の

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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経
緯
を
記
し
た
『
平
夷
錄
』
一
巻
（
明
末
清
初
・
陶
珽
纂
『
說
郛
續
』
𢎥
第
十
一
に
収
録
）
が
あ
る
︒

趙
輔
の
こ
れ
ら
の
著
作
の
編
纂
・
刊
刻
の
裏
に
は
、
征
伐
戦
に
お
け
る
自
身
の
功
績
を
世
に
喧
伝
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
︒
と
い
う
の
も
、
趙
輔
は
成
化
初
に
大
藤
峡
瑤
族
の
乱
を
鎮
め
て
武
靖
伯
に
封
ぜ
ら
れ
た
直
後
、
瑤
族
が
再
度
潯
州
（
現
桂
平
市

東
南
）
を
侵
し
た
こ
と
を
以
て
、
監
察
官
で
あ
る
広
西
巡
按
御
史
の
端
宏
よ
り
、「
賊
流
毒
方
甚
、
而
輔
妄
言
賊
盡
、
冒
封
爵
︒
不
罪
輔

無
以
示
戒
」（︹
大
藤
峡
の
︺
賊
に
よ
る
被
害
は
い
ま
だ
甚
だ
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
趙
輔
は
賊
を
殲
滅
し
た
と
で
ま
か
せ
を
い
い
、
封
爵
を
貪
っ
た
︒
趙
輔
を
罰
さ

な
け
れ
ば
示
し
が
つ
か
ぬ
）
と
弾
劾
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
（『
明
史
』
巻
一
五
五
「
列
傳
四
十
三
、
趙
輔
」）︒
こ
の
時
は
憲
宗
に
よ
っ
て
不
問
に
処
さ

れ
た
が
、
命
を
懸
け
て
前
線
で
戦
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
戦
の
実
情
を
理
解
し
て
い
な
い
文
官
に
責
め
ら
れ
て
は
、
窮
地
に
立
た
さ
れ

か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
を
抱
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
そ
こ
で
、
モ
真
族
征
伐
の
直
後
、
文
官
か
ら
の
弾
劾
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
、

『
平
夷
賦
』・『
平
夷
錄
』
に
自
ら
征
伐
戦
の
経
緯
を
著
し
て
、
自
身
の
功
績
を
世
間
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒

ち
な
み
に
、
前
掲
し
た
郭
登
撰
『
南
征
集
』
や
袁
彬
撰
『
北
征
事
蹟
』
の
編
纂
・
刊
刻
の
裏
に
も
、
類
似
す
る
意
図
が
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
︒
こ
の
時
期
に
は
、
辺
境
征
伐
で
武
功
を
挙
げ
る
武
臣
の
間
で
、
征
伐
戦
の
経
緯
を
記
録
し
て
刊
行
す
る
こ
と
で
、
自
身
の

功
績
を
中
央
政
府
の
文
官
、
ひ
い
て
は
皇
帝
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
、
官
途
に
お
い
て
一
定
の
価
値
を
持
つ
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
よ
う
に
、
武
臣
に
と
っ
て
、
書
籍
の
編
纂
・
刊
刻
が
、
文
官
に
対
す
る
政
治
的
ア
ピ
モ
ル
と
し
て
有
効
に
働
い
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
で
き
る
︒
そ
も
そ
も
、
儒
者
と
同
じ
く
古
典
教
養
を
身
に
つ
け
、
文
学
に
つ
い
て
議
論
で
き
る
ほ
ど
の
素
養
を
持
ち
合
わ
せ
た

武
官
は
、
当
然
、
文
官
か
ら
親
し
み
を
持
た
れ
や
す
か
っ
た
だ
ろ
う
︒

例
え
ば
、
開
国
の
功
臣
で
信
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
東
甌
襄
武
王
湯
和
の
曾
孫
、
湯
胤
勣
（
？－

一
四
六
六
、
字
は
公
譲
、
濠
梁
の
人
）
と
い
う

人
物
が
い
る
︒
湯
胤
勣
は
、
十
五
、
六
歳
で
学
堂
に
入
り
、
経
典
を
流
れ
る
よ
う
に
暗
記
す
る
才
能
を
見
せ
た
が
、
応
天
尹
（
南
京
の
長

官
）
が
視
察
に
や
っ
て
来
た
際
、
参
見
に
遅
れ
、
そ
の
た
め
鞭
打
ち
に
処
さ
れ
る
べ
き
所
を
、
逆
に
応
天
尹
に
罵
声
を
浴
び
せ
た
︒
怒
っ

た
応
天
尹
に
鞭
打
た
れ
る
や
、
学
堂
の
門
を
飛
び
出
し
、
府
役
所
の
門
扉
に
「
從
今
袖
卻
經
綸
手
、
且
向
江
頭
理
釣
絲（
（2
（

」（
今
日
か
ら
我
が

袖
は
国
家
を
治
め
る
た
め
の
経
学
か
ら
離
れ
、
ひ
と
ま
ず
江
岸
に
て
︹
太
公
望
の
よ
う
に
︺
釣
り
糸
を
垂
ら
そ
う
）
と
い
う
詩
句
を
書
き
つ
け
、
江
湖
の
間
を

放
浪
す
る
︒
吳
越
の
富
豪
は
争
っ
て
彼
を
招
来
し
た
と
い
う
が
、
そ
ん
な
折
り
、
江
南
の
諸
府
を
巡
撫
し
て
い
た
工
部
右
侍
郎
の
周
忱

中
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（
一
三
八
一－

一
四
五
三
、
字
は
恂
如
、
江
西
吉
水
の
人
、
永
楽
二
年
の
進
士
）
が
、
湯
胤
勣
の
噂
を
聞
き
つ
け
て
召
し
寄
せ
、「
王
孫
能
作
啓
事
否
」

（
良
家
の
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
に
奏
上
書
を
お
書
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
）
と
試
し
た
所
、
湯
胤
勣
は
紙
筆
を
請
い
、
即
座
に
流
れ
る
よ
う
に
奏
上
を

書
き
上
げ
た
︒
そ
の
文
章
は
予
め
用
意
し
て
お
い
た
か
の
よ
う
な
出
来
で
、
み
な
時
勢
に
合
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
︒
か
く
て
周
忱
は
「
有

文
武
具
」（
文
武
の
才
能
を
備
え
た
）
人
材
と
し
て
湯
胤
勣
を
推
挙
し
、
都
へ
召
さ
れ
た
湯
胤
勣
は
、
諸
軍
を
監
督
し
て
い
た
于
謙
（
一
三
九

八－

一
四
五
七
、
永
楽
十
九
年
の
進
士
）
に
面
会
す
る
︒
于
謙
が
古
今
の
軍
事
上
の
謀
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
問
う
と
、
こ
こ
で
も
湯
胤
勣
は
流

れ
る
よ
う
に
答
え
、
于
謙
と
側
近
ら
を
感
嘆
さ
せ
た
︒
か
く
て
宮
中
に
入
っ
て
皇
帝
の
問
い
に
答
え
、
錦
衣
衛
百
戸
を
授
か
る
に
至
る
︒

都
で
は
侍
講
の
徐
有
貞
・
敎
授
の
馮
益
・
太
医
の
劉
漙
ら
と
と
も
に
詩
酒
に
遊
び
、「
景
泰
十
才
子
」（
景
泰
年
間
︹
一
四
五
〇
~
五
六
︺
に

名
を
知
ら
れ
た
十
人
の
詩
人
）
と
称
さ
れ
る
文
藝
集
団
の
一
翼
も
担
っ
た
︒
宴
席
で
は
い
つ
も
た
ち
ど
こ
ろ
に
数
十
章
の
詩
を
作
っ
た
と
い

う
︒
著
に
『
五
雲
清
唱
』・『
風
雅
遺
音
』・『
東
谷
集
』
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
管
見
の
限
り
現
存
せ
ず
、
そ
の
詩
は
、
清
・
銭
謙

益
輯
『
列
朝
詩
集
』
乙
集
「
湯
參
將
胤
勣
」、
清
・
朱
彝
尊
編
『
明
詩
綜
』
巻
二
十
五
「
湯
胤
勣
二
首
」
に
わ
ず
か
ば
か
り
見
る
こ
と
が

で
き
る
︒

し
か
し
、
湯
胤
勣
は
つ
い
ぞ
出
世
す
る
機
会
を
得
ず
、
天
順
年
間
に
は
大
官
、
吏
部
尚
書
の
李
賢
（
字
は
原
徳
、
別
名
文
達
、
宣
徳
八
年
の

進
士
）
に
才
能
を
愛
で
ら
れ
推
挙
さ
れ
た
り
も
し
た
が
、
校
官
（
皇
帝
の
耳
目
）
の
誹
り
に
遭
っ
て
、
成
化
の
初
め
、
北
虜
と
の
軍
事
衝
突

が
頻
繁
に
生
じ
て
い
た
陝
西
延
安
の
西
部
、
孤
山
堡
へ
出
征
す
る
よ
う
詔
が
下
る
︒
孤
山
堡
で
は
多
く
の
守
将
が
敗
戦
の
責
を
負
っ
て

降
黜
さ
せ
ら
れ
て
い
る
情
況
で
あ
っ
た
︒
詔
を
手
に
し
た
湯
胤
勣
は
、「
噫
、
吾
死
矣
︒
夫
孤
山
無
城
郭
、
有
他
郡
之
來
戍
者
七
百
人
︒

戰
則
爲
僨
軍
、
守
則
爲
怯
敵
︒
如
此
、
雖
諸
葛
武
侯
復
生
、
亦
難
乎
免
矣
」（
あ
あ
、
私
は
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
も
そ
も
狐
山
に
は
城
郭
が
無
く
、

他
郡
か
ら
辺
防
の
た
め
に
来
て
い
る
軍
士
が
七
百
人
い
る
だ
け
だ
︒
戦
え
ば
軍
を
潰
走
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
守
れ
ば
敵
に
怯
え
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
の
よ
う
で
あ
れ

ば
、
た
と
え
諸
葛
武
侯
︹
孔
明
︺
が
生
き
返
っ
た
と
し
て
も
、
死
を
免
れ
る
こ
と
は
難
し
い
）
と
嘆
い
た
と
い
う
︒
死
地
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
と
を
悟
り

な
が
ら
孤
山
堡
へ
出
征
し
た
湯
胤
勣
は
、
当
地
で
北
虜
と
戦
い
、
戦
没
し
た
（
以
上
、『
國
朝
獻
徴
錄
』
巻
五
、
明
・
程
敏
政
撰
「
湯
胤
勣
傳
」）︒

湯
胤
勣
が
そ
の
死
地
と
な
る
陝
西
孤
山
堡
へ
出
征
さ
せ
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
明
實
錄
』
に
も
詳
し
い
記
載
が
あ
る
（『
憲
宗
實

錄
』
巻
二
十
七
︹
成
化
二
年
三
月
︺
丁
卯
）︒
そ
も
そ
も
は
賈
浩
（
留
守
中
衛
指
揮
）
と
い
う
武
官
が
湯
胤
勣
を
、
開
国
の
功
臣
の
末
裔
で
あ
る
上

に
文
武
の
才
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
以
て
推
挙
し
、
会
昌
侯
孫
継
宗
ら
も
「
其
讀
書
明
理
、
精
通
方
略
、
誠
如
所
薦
、
使
之
獨
當
一

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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面
、
必
能
展
其
所
蘊
」（
湯
胤
勣
は
経
籍
を
読
ん
で
物
事
の
道
理
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
方
策
謀
略
に
精
通
し
て
い
る
︒
推
挙
に
従
っ
て
、
彼
に
単
独
で
い
ず
れ

か
の
重
要
な
責
務
に
当
た
ら
せ
れ
ば
、
き
っ
と
そ
の
学
問
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
）
と
言
う
の
で
、
兵
部
は
湯
胤
勣
を
署
都
指
揮
僉
事
に
陞

ら
せ
、
燕
河
（
現
河
北
省
深
州
市
）
の
参
将
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
︒
し
か
し
、
給
事
中
袁
愷
ら
が
、「
燕
河
居
腹
裏
、
非
要
地
、
不
足
以

展
胤
勣
之
才
」（
燕
河
は
内
地
に
あ
り
、
軍
事
上
重
要
な
地
で
は
な
く
、
湯
胤
勣
の
才
略
を
伸
ぶ
る
に
は
十
分
で
は
な
い
）
な
ど
と
意
見
し
た
た
め
、
北
虜

の
激
し
い
侵
害
を
受
け
て
い
る
陝
西
孤
山
堡
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
︒『
明
實
錄
』
に
は
、「
胤
勣
與
繼
宗
有
連
、
以
燕
河
善
地
畀
之
、

言
官
不
然
之
、
故
陽
薦
之
、
而
實
陰
擠
之
于
險
也
」（
湯
胤
勣
は
孫
継
宗
と
コ
ネ
が
あ
り
、
燕
河
の
良
い
土
地
を
湯
胤
勣
に
与
え
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
言

官
が
こ
れ
を
よ
し
と
せ
ず
、
表
向
き
は
彼
を
推
挙
す
る
体
を
と
っ
て
、
実
は
ひ
そ
か
に
彼
を
危
険
な
地
に
陥
れ
た
の
で
あ
る
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

ち
な
み
に
湯
胤
勣
を
推
挙
し
た
会
昌
侯
孫
継
宗
（
字
は
光
輔
、
鄒
平
の
人
）
は
、
宣
宗
の
二
番
目
の
皇
后
孫
氏
の
兄
で
、
宣
宗
が
崩
御
し

て
子
の
英
宗
が
即
位
す
る
と
侯
爵
に
進
め
ら
れ
、
正
統
~
成
化
年
間
に
わ
た
り
、
外
戚
と
し
て
軍
事
的
・
政
治
的
権
力
を
握
っ
た
人
物

で
あ
る
︒
湯
胤
勣
の
死
後
に
輯
め
ら
れ
た
詩
文
集
と
推
定
さ
れ
る
『
東
谷
遺
稿
』
十
三
巻
（
現
佚
）
に
は
、
孫
継
宗
の
序
文
が
あ
っ
た
と

伝
わ
っ
て
お
り
（
清
・
黄
虞
稷
撰
『
千
頃
堂
書
目（（2
（

』
巻
十
九
「
景
泰
」）、
孫
継
宗
が
湯
胤
勣
の
文
学
面
に
お
け
る
才
能
を
深
く
称
賛
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
︒

悲
劇
的
な
最
期
を
迎
え
た
湯
胤
勣
で
は
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
で
、
武
臣
で
あ
り
な
が
ら
文
学
の
才
能
を
大
い
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

彼
の
死
に
胸
を
痛
め
る
文
官
も
あ
っ
た
︒
博
学
強
記
で
知
ら
れ
る
葉
盛
（
字
は
与
中
、
呉
郡
昆
山
の
人
、
正
統
十
年
の
進
士
、
官
は
吏
部
左
侍
郎
に
至

る
）
は
、
筆
記
『
水
東
日
記（
（3
（

』
巻
三
十
六
「『
詩
林
廣
記
』
參
評（
（3
（

」
に
、
湯
胤
勣
と
の
思
い
出
を
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
︒

　

韓
偓
「
雷
公
」
詩
、
朱
喬
年
「
冬
乾
」
詩
、
晦
庵
「
壬
子
三
月
廿
七
日
聞
迅
雷
有
感
」
詩
、
皆
名
世
︒
大
抵
前
二
詩
有
用
世
捄

民
意
、
後
一
詩
有
憤
世
疾
邪
之
心
焉
︒
嘗
記
景
泰
中
、
一
日
諸
公
髙
會
、
友
人
湯
公
讓
酒
閒
颺
言
曰
、「
胤
勣
夜
來
燒
燭
閲
『
事
文

類
聚
』、
見
聞
雷
三
詩
、
意
頗
不
愜
︒
欲
取
韓
致
堯
前
二
句
、
晦
翁
後
二
句
意
作
一
詩
、
以
洩
吾
思
︒
又
有
二
公
在
前
、
孰
若
合
是

四
句
、
略
援
一
字
師
故
事
︒
趂
韻
借
乃
翁
一
工
字
、
易
去
心
字
、
如
何
︒」
語
已
、
即
朗
然
成
誦
、
作
瞋
目
嚼
齒
態
、
一
座
動
色
︒

噫
、
公
讓
已
矣
︒
一
時
語
雖
類
狂
、
意
則
可
念
也
︒

　
唐
・
韓
偓
の
「
雷
公
」
詩
、
元
・
朱
喬
年
の
「
冬
乾
」
詩
、
宋
・
朱
熹
（
号
晦
庵
）
の
「
壬
子
三
月
廿
七
日
に
迅
雷
を
聞
き
て
感
ず
る
有
り
」
詩
は
、
み
な

世
に
知
ら
れ
て
い
る
︒
詩
の
要
旨
は
と
言
う
と
、
前
の
二
首
の
詩
は
出
世
し
て
民
を
救
わ
ん
と
す
る
心
を
詠
み
、
後
の
一
首
の
詩
は
世
の
腐
敗
に
憤
る
心
を
詠
ん
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だ
も
の
で
あ
る
︒
以
前
の
記
録
に
よ
れ
ば
景
泰
年
間
中
、
あ
る
日
諸
公
と
宴
席
を
設
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
友
人
の
湯
公
譲
（
湯
胤
勣
の
字
）
が
酒
の
席
で
高

ら
か
に
言
っ
た
、「
私
は
昨
夜
蝋
燭
を
焚
い
て
『
事
文
類
聚
』（
宋
・
祝
穆
と
元
・
富
大
用
編
の
類
書
）
を
読
ん
で
い
た
の
だ
が
、（
前
出
の
）
雷
鳴
を
聞
き
て
作

ら
れ
た
る
三
首
の
詩
を
見
る
に
、
そ
の
詩
の
旨
は
少
し
ば
か
り
私
の
心
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
︒（
そ
こ
で
）
韓
偓
詩
の
前
二
句
と
、
朱
熹
詩
の
後
ろ
二
句
の
旨
を

取
っ
て
き
て
一
首
の
詩
を
作
り（（3
（

、
私
の
思
い
を
述
べ
よ
う
と
し
た
︒
二
公
の
詩
が
も
う
あ
る
の
だ
か
ら
、（
自
分
が
新
た
に
作
る
よ
り
）
こ
の
四
句
を
合
わ
せ
て
、

ち
ょ
っ
と
「
一
字
師
」
の
故
事
（
五
代
・
王
定
保
『
唐
摭
言
』「
切
磋
」
な
ど
に
見
え
る
、
一
字
の
誤
読
を
訂
正
さ
れ
れ
ば
、
師
と
仰
ぐ
に
足
る
こ
と
を
謂
う
故

事
）
に
倣
う
程
度
に
と
ど
め
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
︒
押
韻
は
乃
翁
（
父
上
、
或
い
は
私
の
意
か
）
の
「
工
」
の
一
字
を
借
り
て
き
て
、
朱
熹
の
末
句
の
「
心
」
字

と
入
れ
替
え
て
（
韓
偓
の
詩
と
韻
が
合
う
よ
う
に
し
て
）
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒」
言
い
終
わ
る
と
、
朗
々
と
し
た
声
で
吟
じ
、
目
を
か
っ
と
見
開
き
歯
を
食
い
し

ば
っ
た
様
子
を
作
っ
た
の
で
、
一
座
の
者
は
感
動
の
表
情
を
浮
か
べ
た
︒
あ
あ
、
公
譲
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
︒
あ
の
時
の
言
葉
は
放
蕩
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
心
は
愛
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
に
文
学
を
媒
介
と
し
て
、
文
官
と
深
い
精
神
的
な
交
流
を
持
つ
武
臣
が
い
た
と
い
う
事
実
は
、
武
臣
が
文
学
的
素
養
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
、
社
会
的
に
異
な
る
階
層
に
属
す
る
人
間
と
の
交
際
の
手
段
と
し
て
、
小
さ
か
ら
ぬ
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
︒

五　

成
化
・
弘
治
・
正
徳
・
嘉
靖
年
間
前
期
（
一
四
六
五
〜
一
五
四
二
）

（
一
）

成
化
年
間
（
一
四
六
五
~
八
七
）
に
入
る
と
、
天
下
太
平
の
雰
囲
気
は
い
よ
い
よ
高
ま
り
を
見
せ
、
文
化
的
発
展
も
加
速
度
的
に
進
む
︒

以
前
に
拙
論
で
述
べ
た
所
で
は
あ
る
が（

（3
（

、
蘇
州
を
初
め
と
す
る
南
方
都
市
の
経
済
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
城
市
は
繁
華
を
極
め
、
戯
曲
・

歌
舞
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る（

（3
（

︒
ま
た
、
憲
宗
成
化
帝
は
、
末
年
に
道
士
を
寵
愛
し
て
混
乱
を
招
い
た
こ
と
を
除
い
て
、

概
ね
賢
君
と
言
え
る
人
物
で
、
文
藝
に
も
興
味
が
深
く
、「
詞
曲
・
小
説
」
を
好
ん
だ
と
い
う
記
録
が
あ
る（

（3
（

︒
続
く
孝
宗
弘
治
帝
（
一
四

八
七
~
一
五
〇
五
在
位
）
も
、
治
国
に
励
精
し
た
賢
君
で
あ
っ
た
︒

こ
の
太
平
の
時
代
に
生
き
た
武
臣
の
中
に
は
、
武
藝
よ
り
も
文
藝
を
愛
好
し
て
そ
れ
を
極
め
よ
う
と
す
る
者
、
通
俗
的
な
文
藝
の
世

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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界
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
者
が
現
れ
て
く
る
︒

成
化
・
弘
治
年
間
に
、
蘇
州
と
同
じ
く
著
し
い
経
済
的
・
文
化
的
繁
栄
を
迎
え
て
い
た
南
京
で
は
、
第
二
節
で
言
及
し
た
「
楽
王
」

陳
鐸
が
、
散
曲
の
名
手
と
し
て
名
を
馳
せ
る
︒
陳
鐸
の
家
系
や
履
歴
、
著
作
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
論
で
詳
し
く
整
理
し
た
所
で
あ
る

が（
（3
（

、
以
下
に
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
︒

陳
鐸
（
生
年
は
一
四
四
三
~
四
八
頃
、
没
年
は
一
五
〇
七
）、
字
は
大
声
、
号
は
秋
碧
、
下
邳
（
現
江
蘇
省
睢
寧
県
）
の
人
で
あ
る
が
、
世
襲
武
職

の
た
め
に
南
京
に
居
し
た
︒
南
京
済
川
衛
指
揮
を
世
襲
し
、
済
川
衛
指
揮
使
（
南
京
中
軍
右
都
督
）
に
至
る
︒
一
門
は
代
々
武
を
尊
ん
だ
が
、

陳
鐸
は
た
だ
読
書
を
好
み
、
経
・
伝
・
子
・
史
・
百
家
の
諸
説
に
通
じ
た
︒
人
と
な
り
は
風
流
か
つ
超
俗
的
で
、
詩
を
よ
く
し
、
詞
曲

を
作
る
の
を
も
っ
と
も
得
意
と
し
た
︒
住
居
の
南
に
秋
碧
軒
・
七
一
居
が
あ
っ
て
、
世
俗
の
塵
に
汚
れ
ぬ
清
ら
か
さ
が
あ
り
、
賢
人
・

名
士
が
折
々
に
や
っ
て
来
て
は
酒
を
飲
み
つ
つ
語
り
合
っ
た
︒
山
水
画
は
沈
周
に
倣
い
、
そ
の
上
に
詩
を
題
す
と
、
人
々
は
み
な
こ
れ

を
賞
翫
し
た
と
い
う
（『
列
朝
詩
集
』
丙
集
「
陳
指
揮
鐸
」）︒
著
作
も
多
く
、
散
曲
集
『
梨
雲
寄
傲
』・『
秋
碧
軒
稿
』・『
可
雪
齋
稿
』・『
月
香

亭
稿
』
な
ど
が
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
（
万
暦
年
間
に
汪
廷
訥
の
校
訂
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
『
坐
隱
先
生
精
訂
陳
大
聲
樂
府
全
集
』︹
中
国
国
家
図
書
館
蔵
、

万
暦
三
十
九
年
序
汪
氏
環
翠
堂
刻
本
︺
が
現
存
）︒

清
・
張
廷
玉
ら
撰
『
明
史
』
巻
二
八
六
「
列
傳
一
七
四
、
文
苑
二
、
顧
璘
」
に
は
、「
南
都
自
洪
・
永
初
、
風
雅
未
暢
︒
徐
霖
・
陳

鐸
・
金
琮
・
謝
璿
輩
談
藝
正
德
時
、
稍
稍
振
起
」（
南
京
で
は
明
初
の
洪
武
・
永
楽
年
間
以
降
、
風
流
な
文
化
は
育
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
徐
霖
︹
一
四
六
二

－

一
五
三
八
、
字
は
子
仁
、
一
字
子
元
、
号
は
九
峰
道
人
な
ど
、
祖
は
蘇
州
呉
県
の
人
、
の
ち
金
陵
に
遷
る
︺・
陳
鐸
・
金
琮
︹
字
は
元
玉
、
号
は
赤
松
山
農
、
南
京
上

元
の
人
︺・
謝
璿
︹
字
は
文
卿
︺
ら
が
詩
文
や
絵
画
な
ど
の
藝
術
方
面
に
つ
い
て
考
え
を
論
じ
あ
っ
た
正
徳
年
間
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
）
と

見
え
る
︒
陳
鐸
は
正
徳
二
年
（
一
五
〇
七
）
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
活
動
期
間
は
成
化
・
弘
治
年
間
（
一
四
六
五
~
一
五
〇
五
）
で
あ
っ

た
か
ら
、
南
京
の
藝
術
文
化
を
起
こ
し
た
草
創
期
の
人
物
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う（

（3
（

︒
ち
な
み
に
南
京
に
は
、
第
二
節
で
言
及
し

た
よ
う
に
、
武
官
の
黄
琳
が
富
文
堂
と
称
す
る
蔵
書
楼
を
構
え
て
お
り
、
そ
こ
で
た
び
た
び
開
か
れ
た
文
物
観
賞
を
兼
ね
る
饗
宴
に
陳

鐸
も
参
加
し
、
文
藝
サ
ロ
モ
を
築
い
て
い
た
︒

陳
鐸
も
幼
少
期
か
ら
、
学
堂
の
師
か
家
庭
教
師
に
従
っ
て
、
古
典
や
八
股
文
を
学
ぶ
こ
と
で
文
学
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
が
、
十
代
で
父
の
武
職
を
嗣
が
ざ
る
を
得
な
い
情
況
が
生
じ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
武
官
の
職
務
の
か
た
わ
ら
、
曲
の
制
作
に
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心
を
傾
け
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
の
散
曲
作
品
は
、
妓
モ
や
退
隠
と
い
っ
た
元
代
以
来
の
散
曲
の
古
典
的
な
題
材
に
沿
っ
た
も
の
が
多

い
が
、
陳
鐸
自
身
の
個
人
的
な
妓
モ
へ
の
親
し
み
、
退
隠
へ
の
思
慕
の
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
︒
太
平

の
世
に
生
き
、
文
学
的
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
陳
鐸
に
は
、
肉
体
的
・
精
神
的
重
責
を
負
う
武
官
の
職
務
は
、
望
ま
し
い
も
の
に
思

わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
︒
そ
ん
な
彼
の
心
の
慰
め
所
が
、
散
曲
の
制
作
と
、
そ
の
制
作
の
場
で
あ
っ
た
宴
会
、
妓

楼
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

こ
れ
も
拙
論
で
述
べ
た
事
だ
が（

（3
（

、
世
襲
武
官
は
、
明
代
の
軍
事
制
度
た
る
衛
所
制
に
お
い
て
は
、
永
続
的
な
俸
禄
、
十
分
な
社
会
的

保
障
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
身
分
で
あ
っ
た
︒
例
え
ば
、
武
官
は
六
十
歳
（
洪
武
中
は
五
十
歳
）
を
過
ぎ
れ
ば
退
休
し
、
子
孫
に

職
を
譲
る
こ
と
が
で
き
た
が（

（3
（

、
襲
替
時
に
後
を
継
ぐ
べ
き
者
（
舎
人
）
が
幼
少
で
あ
っ
た
場
合
、
成
人
に
な
る
ま
で
、
実
務
は
免
除
さ
れ

な
が
ら
全
俸
が
支
給
さ
れ
た
（「
優
給
」
の
制
）︒
し
か
も
、
先
代
の
武
官
が
戦
没
で
あ
れ
ば
、
死
後
に
官
位
を
昇
進
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
優
給
舎
人
は
昇
進
後
の
官
位
に
見
合
う
俸
禄
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た（

（4
（

︒
ま
た
、
武
官
が
何
か
事
件
を
起
こ
し
て
罷
免
さ
れ
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
孫
は
そ
の
職
を
世
襲
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
後
を
継
ぐ
べ
き
者
が
成
人
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
や
は
り
優
給

（
全
棒
）
が
支
給
さ
れ
た（

（4
（

︒
こ
れ
ら
の
保
障
制
度
は
、
明
朝
が
安
定
し
た
衛
所
制
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
即
ち
武
官
の
世
襲
を
途
切
れ
さ

せ
ず
、
恒
常
的
に
武
官
の
人
員
を
確
保
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
手
厚
い

社
会
保
障
が
無
け
れ
ば
、
重
責
を
負
う
武
官
の
職
務
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
望
む
者
が
出
て
く
る
可
能
性
が
危
惧
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
︒
世
襲
武
官
の
家
に
舎
人
（
次
に
武
職
を
嗣
ぐ
予
定
の
子
弟
）
と
し
て
生
ま
れ
た
男
児
は
、
本
人
が
望
む
か
望
ま
ぬ
か
に
よ
ら
ず
、
武

職
の
道
を
進
む
こ
と
を
半
ば
強
制
さ
れ
、
し
か
も
定
年
で
あ
る
六
十
歳
ま
で
は
、
基
本
的
に
退
職
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な

生
き
方
が
、
全
て
の
武
官
と
そ
の
子
弟
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
︒

第
二
節
で
触
れ
た
文
言
小
説
集
『
花
影
集
』
の
撰
者
、
陶
輔
（
一
四
四
一
？－

一
五
二
三
以
降
没
、
字
は
廷
弼
、
号
は
夕
川
・
安
理
斎
・
海
萍
道
人
）

も
、
世
襲
の
武
職
で
あ
る
応
天
衛
指
揮
を
嗣
ぐ
が
、「
薄
武
藝
而
不
事
、
專
志
於
經
史
翰
墨
閒
」（
武
藝
を
軽
ん
じ
て
と
り
あ
わ
ず
、
も
っ
ぱ
ら

経
学
・
史
学
や
文
学
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
）
と
い
う
性
質
の
持
ち
主
で
、
し
か
も
「
不
苟
合
於
時
」（
当
時
の
社
会
状
況
や
潮
流
に
合
わ
ず
）、
辞

官
を
願
い
出
た
と
い
う
人
物
で
あ
る
（
明
・
張
孟
敬
撰
「
花
影
集
序（（4
（

」）︒
明
代
武
官
は
六
十
歳
以
降
に
や
っ
と
退
休
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
以

前
は
病
気
な
ど
特
別
な
理
由
が
無
い
限
り
辞
官
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
陶
輔
は
実
際
に
は
職
務
上
で
何
か
問
題
を
起
こ
し
て
罷

明
代
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の
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活
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の
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免
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
と
よ
り
武
藝
よ
り
文
藝
を
好
ん
で
い
た
と
い
う
彼
の
性
質
上
、
武
官
の
職
務
か
ら
離
れ
ら
れ
た

こ
と
は
、
む
し
ろ
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
︒
彼
も
著
作
が
多
く
、
と
り
わ
け
筆
記
の
要
素
も
あ
る
小
説
『
桑
楡
漫
志
』

は
八
十
歳
の
時
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
い（

（4
（

、
老
年
に
至
る
ま
で
著
述
を
続
け
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
︒

そ
し
て
、
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
~
二
一
）・
嘉
靖
年
間
前
期
（
一
五
二
二
~
四
二
）
に
は
、
文
言
・
白
話
を
問
わ
ず
、
多
岐
に
わ
た
る
モ
ャ

モ
ル
の
書
籍
を
編
纂
・
私
刻
し
た
、
武
定
侯
郭
勛
（
一
四
七
五－

一
五
四
二
、
字
は
世
臣
、
号
は
東
泉
・
蒼
嵓
、
鳳
陽
の
人
）
が
あ
ら
わ
れ
る
︒
郭
勛

の
履
歴
や
刻
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
近
年
筆
者
が
発
表
し
て
き
た
論
考
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が（

（4
（

、
煩
を
厭
わ
ず
、
以
下
に
そ
の
要
略

を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
︒

郭
勛
は
開
国
の
功
臣
郭
英
の
六
世
孫
で
、
五
代
目
武
定
侯
を
襲
封
し
た
人
物
で
あ
る
︒
世
宗
嘉
靖
帝
に
寵
愛
さ
れ
、
軍
政
を
掌
握
、

且
つ
政
治
的
に
も
内
閣
首
輔
と
同
等
の
発
言
力
を
持
つ
な
ど
、
権
勢
を
擅
に
し
、
嘉
靖
十
八
年
（
一
五
三
九
）
に
は
翊
国
公
に
進
ん
だ
︒

し
か
し
、
数
々
の
不
法
行
為
お
よ
び
、
不
軌
（
謀
反
）
と
い
う
大
罪
の
嫌
疑
に
よ
り
弾
劾
さ
れ
、
つ
い
に
捕
ら
え
ら
れ
て
、
嘉
靖
二
十
一

年
（
一
五
四
二
）
獄
中
に
死
し
た
（『
明
史
』
巻
一
三
〇
「
列
傳
十
六
、
郭
英
︹
附
勛
︺」）︒
但
し
、
世
宗
は
こ
の
獄
案
の
裏
に
は
郭
勛
と
軋
轢
の
あ
っ

た
大
学
士
夏
言
の
謀
り
が
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る
︒
歴
史
的
に
は
嘉
靖
期
の
大
臣
、
張
瓉
・
厳
嵩
・
胡
守
中
と
共
に
「
四
凶
」（
堯
舜

時
代
の
渾
敦
・
窮
奇
・
檮
杌
・
饕
餮
に
な
ぞ
ら
え
た
称
）
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
巨
悪
の
徒
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
郭
勛
を
弾
劾
し
た
文

官
た
ち
に
よ
る
見
解
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
世
宗
に
対
し
て
彼
な
り
の
忠
義
を
以
て
仕
え
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
し
、
清
濁
を

併
せ
持
つ
複
雑
な
人
間
像
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

「
桀
黠
有
智
數
、
頗
渉
書
史
」（
凶
暴
で
悪
賢
く
謀
り
ご
と
が
多
く
、
す
こ
ぶ
る
書
史
に
通
じ
て
い
た
）
と
評
さ
れ
る
郭
勛
で
あ
る
が
（『
明
史
』
巻
一

三
〇
「
列
傳
十
六
、
郭
英
︹
附
勛
︺」）、
郭
勛
自
身
の
文
学
的
素
養
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
︒
但
し
、
嘉
靖
十
四

年
（
一
五
三
五
）
の
正
月
に
、
世
宗
の
詠
ん
だ
「
元
旦
詩
」
に
、
居
並
ぶ
内
閣
大
官
と
と
も
に
唱
和
し
た
と
い
う
記
録
が
『
明
實
錄
』
に

見
え
る
こ
と
か
ら（

（4
（

、
詩
を
賦
し
得
る
だ
け
の
文
学
的
素
養
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
︒
郭
勛
は
『
白
樂
天
詩
集
』・『
白
樂
天

文
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
父
の
郭
良
も
白
居
易
を
愛
好
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
彼
の
文
学
的
素
養
の
修
得
お
よ
び
、
文
学
観
の

形
成
に
は
、
父
親
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
︒

郭
勛
の
著
書
・
刊
本
に
は
、
筆
者
の
調
べ
の
つ
い
た
限
り
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る（

（4
（

（
郭
勛
刻
の
原
本
、
そ
の
覆
刻
・
翻
刻
・
抄
本
と
も

中
国
文
学
論
集
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五
十
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号
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に
現
存
せ
ず
、
本
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
は
︻　

︼
内
に
記
す
）︒

（
ａ
） 
詩
文
集
:︻『
郭
氏
文
獻
集
』（
正
徳
七
年
序
）︼・『
白
樂
天
詩
集
』
四
十
巻
（
正
徳
十
二
年
序
）・『
唐
元
次
山
文
集
』
十
巻
及
び
『
拾

遺
』
一
巻
（
正
徳
十
二
年
序
）・『
白
樂
天
文
集
』
三
十
六
巻
（
正
徳
十
四
年
序
）

（
ｂ
）
曲
選
:『
雍
熙
樂
府
』
二
十
巻
（
嘉
靖
十
年
序
）

（
ｃ
）
家
伝
・
家
集
:『
三
家
世
典
』
三
巻
（
正
徳
十
・
十
一
年
序
）・『
毓
慶
勳
懿
集
』
八
巻
（
正
徳
十
一
年
序
）

（
ｄ
） 

実
用
書
:
兵
書
『
將
鑑
博
議
』（
正
徳
十
年
序
）・
医
書
『
千
金
寶
要
』
八
巻
（
正
徳
十
一
年
序
）・
韻
書
『
詩
韻
釋
義
』
五
巻
（
正
徳

十
五
年
序
）

（
ｅ
）
通
俗
白
話
小
説
:『
三
國
通
俗
演
義
』・『
水
滸
傳
』・『
國
朝
英
烈
記
（
一
説
に
英
烈
傳
と
題
す
）』

（
ｆ
）
内
容
不
明
:︻『
太
和
傳
』（
一
説
に
『
太
和
記
』）︼

こ
の
う
ち
、
郭
勛
が
編
纂
し
た
書
籍
は
、
高
祖
郭
鎮
・
曽
祖
郭
珍
・
父
郭
良
の
詩
を
輯
め
た
詩
集
『
郭
氏
文
獻
集（
（4
（

』、
曲
選
『
雍
熙
樂

府
』、
郭
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
勲
戚
の
徐
氏
・
沐
氏
の
履
歴
を
併
せ
た
家
伝
『
三
家
世
典
』、
韻
書
『
詩
韻
釋
義
』、
白
話
小
説
『
國

朝
英
烈
記
（
英
烈
傳
）』
の
五
種
で
あ
る
︒
但
し
、『
三
家
世
典
』
の
実
際
の
編
纂
者
が
、
郭
勛
門
下
の
遊
幕
の
士
、
徐
志
文
な
る
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
筆
者
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
り（

（4
（

、
他
四
種
に
つ
い
て
も
同
様
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
︒
そ

の
他
の
書
籍
は
、
内
容
不
明
の
『
太
和
傳
』
を
除
き
、
郭
勛
が
入
手
し
た
稀
本
の
復
刻
で
あ
る
︒

郭
勛
の
履
歴
と
著
作
・
刻
本
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
、
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
正
徳
年
間
中
期
に
多
数
の
刻
書
活
動
が
見
ら

れ
る
点
で
あ
る
︒
郭
勛
は
正
徳
六
年
（
一
五
一
一
）
に
両
広
総
兵
官
を
拝
し
、
十
二
年
（
一
五
一
七
）
ま
で
の
足
か
け
六
年
間
、
南
方
の
梧

州
（
現
広
西
壮
族
自
治
区
梧
州
市
）
に
駐
屯
し
て
、
妖
賊
李
通
宝
の
乱
の
平
定
な
ど
に
あ
た
っ
た
が
、
こ
の
頃
、
中
央
官
僚
か
ら
郭
勛
を
弾
劾

す
る
声
が
立
て
続
け
に
あ
が
っ
て
い
る
︒
正
徳
九
年
（
一
五
一
四
）
に
は
、
賊
鎮
圧
の
功
績
を
自
ら
奏
上
し
た
行
為
が
、
褒
賞
を
催
促
す

る
も
の
だ
と
し
て
兵
部
の
弾
劾
を
受
け
、
翌
十
年
・
十
一
年
に
は
、
両
広
で
の
不
法
行
為
（
刑
罰
過
重
に
よ
る
殺
人
・
官
塩
売
買
・
官
銭
横
領
）

を
御
史
や
刑
部
郎
中
か
ら
弾
劾
、
ま
た
「
民
を
害
し
臣
下
の
礼
を
失
し
て
い
る
上
、
そ
の
悪
事
を
都
察
院
が
隠
蔽
し
て
い
る
」
と
給
事

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景

91



中
か
ら
弾
劾
さ
れ
た（

（4
（

︒
い
ず
れ
も
武
宗
の
宥
恕
を
得
て
赦
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
郭
勛
も
、
第
四
節
で
考
察
し
た
趙
輔
撰
『
平
夷

賦
』・『
平
夷
錄
』
の
編
纂
・
刊
刻
背
景
と
同
様
に
、
戦
の
実
情
を
理
解
せ
ぬ
文
官
か
ら
の
責
め
に
危
機
感
を
抱
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒

そ
の
た
め
に
、
一
門
の
功
勲
を
顕
揚
し
、
勲
戚
徐
氏
・
沐
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
家
伝
『
三
家
世
典
』、
一
門
の
履

歴
・
功
勲
を
証
明
す
る
家
蔵
文
書
集
『
毓
慶
勳
懿
集
』、
自
身
が
軍
略
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
兵
書
『
將
鑑
博
議
』
な
ど

を
編
纂
・
刊
刻
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒

正
徳
十
一
年
（
一
五
一
六
）
刻
の
医
書
『
千
金
寶
要
』（
唐
・
孫
思
邈
撰
）
は
、
家
庭
の
医
学
の
よ
う
な
手
引
き
書
で
、
巻
頭
に
付
さ
れ
た

郭
勛
自
筆
の
序
文
「
千
金
寶
要
序
」
に
は
、
熱
病
や
感
染
症
に
苦
し
む
軍
士
や
、
困
窮
に
苦
し
む
僻
地
の
村
々
の
民
を
救
い
た
い
と
い

う
思
い
が
表
明
さ
れ
て
い
る（

（5
（

︒
本
書
刊
刻
の
背
景
に
は
、
自
身
が
経
世
の
志
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
世
に
知
ら
し
め
る
政
治
的
意
図
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
南
方
の
地
へ
の
遠
征
で
軍
中
に
疫
病
が
流
行
り
や
す
い
の
は
事
実
で
あ
り
、
軍
士
た
ち
の
苦
し
む
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
郭
勛
が
、
焦
慮
の
念
を
抱
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
︒
公
侯
ク
ラ
ス
の
武
臣
は
、
社
会
的
支
配
階
層
の
中
で
も
上

位
に
属
す
る
貴
族
で
は
あ
る
が
、
戦
闘
時
の
指
揮
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
平
素
か
ら
、
自
身
が
統
率
す
る
軍
士
と
の
間
に
精
神
的

な
繋
が
り
を
持
ち
、
集
団
意
識
を
育
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
︒
郭
勛
も
そ
う
い
っ
た
情
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍

士
な
ど
下
層
社
会
に
生
き
る
人
々
の
痛
み
に
目
を
向
け
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ち
な
み
に
、
郭
勛
は
多
数
の
文
官
か
ら
弾
劾
を
受
け
た
が
、
彼
と
良
好
な
関
係
に
あ
る
文
官
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
︒
と
り
わ
け
、

郭
勛
の
刻
書
に
序
文
を
添
え
て
い
る
大
官
名
士
、
例
え
ば
、
嶺
南
学
派
の
大
成
者
で
当
時
翰
林
院
編
修
で
あ
っ
た
湛
若
水
（
字
は
元
明
、
号

は
甘
和
泉
、
広
東
増
城
の
人
、
弘
治
十
八
年
の
進
士
、『
郭
氏
文
獻
集
』・『
毓
慶
勳
懿
集
』・『
唐
元
次
山
文
集
』
及
び
『
拾
遺
』
序
）、
陝
西
辺
防
の
功
績
者
で
当

時
吏
部
尚
書
で
あ
っ
た
楊
一
清
（
字
は
応
寧
、
雲
南
安
寧
の
人
、
成
化
八
年
の
進
士
、『
三
家
世
典
』
序
）、
総
督
両
広
都
御
史
と
し
て
郭
勛
と
と
も

に
広
西
の
賊
を
鎮
圧
し
た
文
官
で
、
当
時
戸
部
尚
書
で
あ
っ
た
陳
金
（
字
は
汝
礪
、
湖
北
応
城
の
人
、
成
化
八
年
の
進
士
、『
三
家
世
典
』・『
白
樂
天

詩
集
』
序
）
な
ど
と
の
関
係
構
築
に
お
い
て
は
、
刻
書
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
︒

白
話
小
説
『
三
國
志
演
義
』・『
水
滸
傳
』
刊
行
の
背
景
に
は
、
傍
系
か
ら
即
位
し
た
年
若
い
皇
帝
、
世
宗
を
支
持
し
た
り
、
武
臣
が

虐
げ
ら
れ
て
い
る
社
会
状
況
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
な
ど
、
あ
る
種
の
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒『
三
國
志
演
義
』・『
水
滸

傳
』
に
な
ら
っ
て
著
し
た
と
い
う
『
國
朝
英
烈
記
（
英
烈
傳
）』（
お
そ
ら
く
現
存
の
『
英
烈
傳
』
と
同
じ
く
明
朝
開
国
の
歴
史
を
題
材
と
す
る
白
話
小
説
）
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も
、
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
に
郭
勛
が
初
代
武
定
侯
の
郭
英
を
太
廟
に
進
め
て
祀
ら
せ
る
よ
う
請
う
た
際
、
事
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
、
郭
英
の
功
勲
を
捏
造
し
て
小
説
に
秘
め
た
と
い
う
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（5
（

︒

但
し
、『
三
國
志
演
義
』・『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
は
、
郭
勛
は
刊
刻
者
で
あ
る
前
に
、
そ
れ
ら
の
小
説
の
読
者
、
享
受
者
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
（
郭
勛
が
読
ん
だ
も
の
、
享
受
し
た
も
の
が
現
存
の
テ
キ
ス
ト
と
ど
れ
ほ
ど
近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
）︒
郭
勛
が
諸
葛
亮
に
武
臣

と
し
て
の
シ
モ
パ
シ
モ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
や
、
武
臣
が
冷
遇
さ
れ
る
世
の
中
に
憤
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
資
料
か
ら
確
認
さ
れ

て
お
り
、
武
人
・
武
官
が
多
数
登
場
し
、
そ
の
価
値
観
が
表
出
さ
れ
た
両
小
説
に
、
武
臣
と
し
て
の
共
鳴
感
を
感
じ
、
愛
好
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

（5
（

︒

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
武
臣
の
文
学
活
動
に
は
、
従
来
と
同
様
、
幼
少
期
か
ら
の
教
育
に
よ
っ
て
文
学
的
素
養
を
身
に
つ
け

る
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
政
治
的
意
図
を
も
っ
て
書
物
の
編
纂
・
刊
刻
を
行
っ
た
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
︒
一
方
で
、

文
学
活
動
の
範
囲
は
、
経
世
志
向
と
表
裏
一
体
に
あ
る
伝
統
詩
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
白
話
文
学
、
よ
り
大
衆
的
な
文
藝
へ
と
拡
大
を
見

せ
始
め
る
︒
そ
し
て
、
そ
の
最
も
基
礎
的
な
動
機
は
、
純
粋
な
個
人
的
嗜
好
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
そ
も
そ
も
武
臣
の
意
識
に
お
い

て
は
、
純
粋
な
文
人
（
士
大
夫
・
士
人
）
の
そ
れ
に
お
い
て
よ
り
も
、「
俗
」
な
る
も
の
に
対
す
る
精
神
的
抵
抗
が
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

平
素
の
生
活
に
お
い
て
は
、
職
務
上
、
軍
士
と
雑
居
す
る
こ
と
も
あ
り
、
妓
楼
へ
出
入
り
し
て
妓
モ
と
交
わ
る
こ
と
も
多
く
、
下
層
社

会
と
の
繋
が
り
が
濃
い
情
況
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
︒
そ
う
し
た
武
臣
の
コ
ミ
モ
ニ
テ
ィ
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
通
俗
的
精
神
、
白
話
文

学
へ
の
偏
見
無
き
意
識
が
、
彼
ら
の
文
学
活
動
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

（
二
）

と
り
わ
け
南
京
を
中
心
に
活
躍
し
た
散
曲
の
名
手
、
陳
鐸
の
文
学
活
動
は
、
明
代
白
話
文
学
の
発
展
史
の
中
で
も
早
期
に
属
す
る
成

化
・
弘
治
年
間
（
一
四
六
五
~
一
五
〇
五
）
を
主
た
る
活
動
時
期
と
し
て
い
る
︒
現
在
の
一
般
的
な
明
代
文
学
史
観
で
は
、
弘
治
末
か
ら
正

徳
初
め
（
一
五
〇
〇
年
前
後
）
に
、
所
謂
「
復
古
派
（
古
文
辞
派
）」
と
い
う
文
学
流
派
を
興
し
た
李
夢
陽
（
一
四
七
二－

一
五
二
九
、
字
は
天
賜
、
一

字
献
吉
、
号
は
空
同
子
、
甘
粛
慶
陽
の
人
、
弘
治
六
年
の
進
士
）・
何
景
明
・
王
九
思
・
康
海
と
い
っ
た
中
央
官
僚
が
、
巷
間
で
唱
わ
れ
る
曲
の
如

き
「
俗
」
な
る
も
の
に
「
真
情
（
真
心
）」
の
発
露
を
認
め
た
こ
と
が
、
士
大
夫
・
士
人
を
し
て
白
話
文
学
に
興
味
を
抱
か
し
め
た
も
の

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
陳
鐸
の
活
動
時
期
は
、
李
夢
陽
ら
の
そ
れ
よ
り
も
相
当
に
早
い
︒
南
京
に
お
け
る
陳
鐸
を
旗
手
と
し
た
曲
文

学
の
盛
行
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
範
囲
に
影
響
を
与
え
た
の
か
は
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
、
武
定
侯
郭
勛
が
私
刻

本
、
曲
集
『
雍
熙
樂
府
』
に
陳
鐸
の
散
曲
を
多
数
収
め
て
い
る
の
は（

（5
（

、
陳
鐸
の
文
学
活
動
が
、
明
代
白
話
文
学
の
発
展
史
に
お
け
る
萌

芽
期
の
一
端
を
担
っ
た
故
で
あ
ろ
う
︒

そ
し
て
、
武
定
侯
郭
勛
に
よ
る
白
話
文
学
の
編
纂
・
刻
書
活
動
は
、
刊
刻
時
期
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
か
ら
み
れ
ば
、
正
徳
七
年
（
一

五
一
二
）
か
ら
嘉
靖
十
年
（
一
五
三
一
）、
即
ち
正
徳
中
期
か
ら
嘉
靖
初
期
で
あ
る
か
ら
、
陳
鐸
を
含
む
武
臣
の
コ
ミ
モ
ニ
テ
ィ
で
醸
成
さ

れ
て
き
た
通
俗
的
精
神
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
李
夢
陽
を
中
心
と
す
る
復
古
派
（
古
文
辞
派
）
の
影
響
も
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ

う
︒さ

ら
に
、
郭
勛
の
文
学
活
動
の
背
景
と
し
て
、
本
稿
で
新
た
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
武
宗
正
徳
帝
（
一
五
〇
六
~
一
五
二
一
在
位
）
の
思

想
・
行
為
か
ら
の
影
響
で
あ
る
︒
武
宗
と
い
え
ば
、
名
君
と
さ
れ
る
孝
宗
弘
治
帝
の
息
子
で
あ
り
な
が
ら
、
政
治
を
顧
み
ず
、
放
蕩
に

耽
り
、
宦
官
の
劉
瑾
ら
を
重
用
し
て
政
治
を
乱
し
た
暗
君
と
断
罪
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
︒
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
文
臣
に
よ
る

偏
っ
た
評
価
の
鵜
呑
み
に
終
始
し
て
い
る
嫌
い
が
あ
る（

（5
（

︒

確
か
に
、
十
五
歳
で
即
位
し
た
武
宗
に
は
、
騎
射
を
好
ん
だ
り
、「
微
行
」、
す
な
わ
ち
皇
帝
の
身
分
を
隠
し
て
市
井
を
遊
び
歩
く
な

ど
、
人
主
ら
し
か
ら
ぬ
行
動
が
多
く
見
ら
れ
た
︒
そ
れ
で
も
初
め
の
頃
は
経
筵
（
天
子
が
経
書
を
学
ぶ
席
）
に
出
て
読
書
し
て
い
た
が
、
た

び
た
び
大
臣
ら
か
ら
諷
諫
を
受
け
る
や
、
次
第
に
強
い
反
撥
を
見
せ
、「
豹
房
」
と
称
す
る
新
宅
を
宮
中
に
築
き
、
日
々
そ
こ
に
教
坊
の

楽
工
を
召
し
て
歌
舞
・
音
楽
に
耽
溺
し
、
一
切
の
政
治
を
宦
官
の
劉
瑾
に
任
せ
る
よ
う
に
な
る
︒
正
徳
五
年
（
一
五
一
〇
）
に
劉
瑾
は
帝

を
惑
わ
し
た
と
し
て
凌
遅
の
刑
に
処
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
も
武
宗
の
放
逸
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
︒
幼
少
期
か
ら
武
藝
を

好
ん
だ
武
宗
は
、
辺
境
出
身
の
将
軍
、
江
彬
（
？－

一
五
二
一
、
字
は
文
宜
、
河
北
宣
府
の
人
、
武
宗
の
義
子
と
な
る
）
を
寵
愛
し
、
宮
中
に
団
営

（
京
軍
）
に
模
し
た
東
西
官
庁
と
教
場
（
軍
隊
の
訓
練
場
）
を
設
け
、
自
ら
軍
隊
を
訓
練
し
た
︒
正
徳
十
二
年
（
一
五
一
七
）
に
は
江
彬
の
言
を

納
れ
て
、
朝
臣
の
諫
め
を
却
け
、
北
京
北
西
の
辺
境
、
宣
府
（
現
河
北
省
張
家
口
市
宣
化
区
）
へ
僥
倖
し
、
居
庸
関
を
巡
視
す
る
︒
同
年
、
夜

中
に
密
か
に
宮
中
を
脱
し
、
再
び
居
庸
関
へ
趨
り
、
自
ら
軍
隊
を
率
い
て
宣
府
に
駐
屯
し
、
遂
に
「
総
督
軍
務
威
武
大
将
軍
総
兵
官
」

と
自
称
、
諸
将
を
率
い
て
蒙
古
の
大
汗
、
小
王
子
の
軍
と
戦
う
な
ど
し
た
︒
翌
年
に
は
さ
ら
に
「
威
武
将
軍
朱
寿
」
と
自
称
し
、
自
ら
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に
詔
勅
を
降
し
た
り
、
自
ら
に
公
爵
を
加
え
よ
う
と
し
て
朝
臣
を
戸
惑
わ
せ
る
な
ど
の
奇
行
も
見
え
る
︒
正
徳
十
四
年
に
は
寧
王
朱
宸

濠
に
よ
る
謀
反
を
口
実
に
、
ま
た
も
朝
臣
の
諫
め
を
ふ
り
き
っ
て
南
狩
（
南
巡
）
を
強
行
し
、
南
京
に
出
陣
す
る
な
ど
し
た
が
、
帰
京
の

途
上
で
川
に
落
ち
て
病
を
得
、
正
徳
十
六
年
（
一
五
二
一
）、
病
床
に
伏
し
た
ま
ま
崩
御
し
た
（
清
・
夏
燮
編
『
明
通
鑑
』
巻
四
十
~
四
十
九
）︒

豹
房
な
ど
の
建
築
・
増
築
・
修
築
に
か
か
る
莫
大
な
国
庫
の
支
出
に
気
も
と
め
ず
、
宦
官
を
重
用
し
て
国
政
を
乱
し
た
武
宗
の
治
政

に
は
、
圧
政
に
堪
え
か
ね
た
民
衆
に
よ
る
反
乱
が
各
地
で
発
生
し
、
劉
六
・
劉
七
を
首
謀
者
と
す
る
全
国
的
な
ゲ
リ
ラ
戦
に
発
展
し
た

り
（
正
徳
五
年
）、
親
王
に
よ
る
反
乱
、
即
ち
安
化
王
の
乱
（
正
徳
五
年
）
と
寧
王
朱
宸
濠
の
乱
（
正
徳
十
四
年
）
も
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

武
宗
は
確
か
に
、
思
慮
の
足
ら
ぬ
、
暗
君
と
称
さ
れ
て
も
や
む
を
得
ぬ
人
物
で
は
あ
っ
た
︒

し
か
し
な
が
ら
、
市
井
へ
の
微
行
を
好
む
と
い
っ
た
行
為
か
ら
は
、
武
宗
が
民
衆
の
文
化
を
愛
し
て
い
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
︒

そ
し
て
、
そ
の
放
逸
な
る
奇
言
奇
行
の
数
々
の
裏
に
は
、
彼
を
と
り
ま
く
儒
学
者
に
対
す
る
不
満
の
爆
発
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
え
隠
れ

す
る
︒
経
学
を
顧
み
ず
、
歌
舞
・
音
楽
に
浸
り
、
武
藝
に
心
を
傾
け
、
宦
官
や
武
臣
を
重
用
す
る
こ
と
で
、
儒
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
モ
へ

の
反
抗
心
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
ま
い
か
︒

武
宗
が
将
軍
を
自
称
し
た
こ
と
も
、
自
ら
を
天
子
の
座
か
ら
引
き
下
ろ
し
、
臣
下
と
の
間
に
あ
る
上
下
を
取
り
払
う
こ
と
に
、
何
の

躊
躇
も
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒
実
際
、
正
徳
十
四
年
正
月
に
宣
府
に
僥
倖
し
た
際
に
は
、「
帝
東
西
遊
幸
歷
數
千
里
、

乘
馬
腰
弓
矢
、
渉
險
阻
、
冒
風
雪
︒
從
者
多
道
病
、
帝
無
倦
容
」（
お
上
は
東
西
に
数
千
里
も
遊
行
し
た
が
、
馬
に
乗
り
腰
に
は
弓
矢
を
手
挟
ん
で
、
険

峻
の
地
を
わ
た
り
、
厳
し
い
風
雪
に
堪
え
て
進
ん
だ
︒
つ
き
そ
い
の
中
に
は
愚
痴
を
こ
ぼ
す
者
が
多
く
い
た
が
、
お
上
は
疲
れ
た
様
子
も
見
せ
な
か
っ
た
／
『
明
史
』

巻
三
〇
七
「
列
傳
、
佞
倖
、
江
彬
」）、
つ
ま
り
輿
に
も
乗
ら
ず
、
軍
士
ら
と
と
も
に
風
雪
に
堪
え
て
行
軍
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
︒
ま
た
、
同
年
の
南
狩
で
臨
清
に
至
っ
た
際
、
宴
の
酒
食
が
粗
末
で
あ
っ
た
が
、
武
宗
は
た
だ
笑
っ
て
「
慢
我
何
甚
」（
な
ん
と
私
を
侮

る
こ
と
か
）
と
言
う
だ
け
で
、
怒
り
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
（
明
・
王
世
貞
撰
『
弇
山
堂
別
集（（5
（

』
巻
六
十
六
「
巡
幸
考
」）︒
こ
れ
ら
の
言
動
は
、
見

方
に
よ
っ
て
は
、
国
家
の
頂
点
に
あ
る
天
子
が
、
一
種
の
平
等
意
識
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒
武
宗
は
、

旧
来
の
儒
教
的
価
値
観
を
根
本
か
ら
覆
す
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

儒
教
に
基
づ
く
国
家
統
治
理
念
を
脅
か
す
存
在
で
あ
っ
た
武
宗
は
、
多
く
の
文
官
に
と
っ
て
は
不
都
合
な
皇
帝
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
し

か
し
、
武
宗
と
同
様
に
、
儒
教
に
基
づ
く
国
家
統
治
体
制
の
矛
盾
と
破
綻
に
懐
疑
・
不
満
を
抱
い
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
強
力
な

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景

95



後
見
人
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
か
く
て
、
社
会
の
頂
点
に
立
つ
武
宗
の
思
想
・
行
為
は
、
当
時
の
思
潮
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え

た
の
で
は
な
い
か
︒
或
い
は
正
徳
年
間
に
王
陽
明
の
思
想
が
花
開
い
て
い
る
こ
と
に
も
、
武
宗
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
が
、
本
論
で
は
こ
れ
以
上
の
考
察
は
措
く
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
武
宗
の
通
俗
性
、
お
よ
び
武
藝
を
好
む
志
向
が
、
武
定
侯
郭

勛
の
白
話
文
学
編
纂
・
刊
行
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

以
上
の
よ
う
に
、
白
話
文
学
黄
金
期
が
到
来
す
る
前
夜
に
は
す
で
に
、
武
宗
正
徳
帝
、
陳
鐸
・
郭
勛
ら
高
級
武
官
の
コ
ミ
モ
ニ
テ
ィ
、

李
夢
陽
を
は
じ
め
と
す
る
科
挙
官
僚
と
い
う
社
会
の
最
上
階
層
に
お
い
て
、「
俗
」
な
る
も
の
に
価
値
を
見
出
す
思
想
的
潮
流
が
起
こ
っ

て
い
た
︒
そ
れ
ら
が
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
と
な
っ
て
、
社
会
全
体
に
拡
が
り
、
一
部
の
文
官
、
そ
れ
に
次
ぐ
諸
生
な
ど
が
通
俗
文
学

に
積
極
的
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
り
、
嘉
靖
後
期
~
万
暦
期
の
白
話
文
学
出
版
の
隆
盛
へ
と
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

六　

嘉
靖
後
期
・
隆
慶
・
万
暦
・
泰
昌
・
天
啓
・
崇
禎
年
間
（
一
五
四
三
〜
一
六
四
四
）

（
一
）

前
節
で
は
、
白
話
文
学
の
全
盛
期
到
来
の
前
夜
に
、
武
臣
の
文
学
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
嘉

靖
年
間
後
期
以
降
の
白
話
文
学
の
編
纂
・
刊
刻
に
、
武
臣
の
関
与
が
見
ら
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
︒
但
し
、
第
二
節

で
触
れ
た
よ
う
に
、
万
暦
年
間
の
宣
撫
使
楊
応
龍
の
乱
を
題
材
に
し
た
「
平
話
」
を
武
官
が
作
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

類
似
す
る
例
は
あ
っ
た
も
の
の
、
現
存
し
て
い
な
い
だ
け
の
可
能
性
は
残
し
て
お
き
た
い
︒

嘉
靖
年
間
後
期
か
ら
明
末
崇
禎
年
間
に
お
け
る
武
臣
の
文
学
活
動
で
は
、
倭
寇
や
オ
イ
ラ
モ
ト
に
よ
る
侵
攻
の
激
化
を
背
景
に
、
対

夷
戦
で
活
躍
し
た
将
軍
の
著
し
た
軍
事
関
係
の
書
籍
が
目
立
っ
て
く
る
︒

例
え
ば
、
江
蘇
・
浙
江
の
沿
岸
防
備
で
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
万
表
（
一
四
九
八－

一
五
五
六
、
字
は
民
望
、
号
は
鹿
園
居
士
、
鄞
県

︹
現
浙
江
省
寧
波
市
鄞
県
︺
の
人
）
は
、
十
七
歳
で
寧
波
衛
指
揮
僉
事
を
世
襲
し
、
正
徳
十
五
年
（
一
五
二
〇
）
に
武
挙
に
状
元
で
登
第
、
漕
運

参
将
を
授
か
り
、
都
督
同
知
、
南
京
中
軍
都
督
府
の
僉
書
に
陞
っ
た
武
官
で
あ
る
︒
若
い
頃
に
は
「
夜
燒
燭
讀
書
、
揭
孔
明
『
寧
靜
澹

泊
』
四
言
座
右
、
曰
、『
大
丈
夫
當
經
營
天
下
如
武
侯
、
然
何
能
頫
首
作
求
田
問
舎
計
乎
』」（
夜
に
な
る
と
蝋
燭
を
焚
い
て
読
書
し
、
諸
葛
孔
明

中
国
文
学
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の
「︹
そ
れ
君
子
の
行
い
は
︺
澹
泊
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
志
を
明
か
に
す
る
な
く
、
寧
静
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
遠
き
を
致
す
こ
と
な
し
」︹
唐
・
歐
陽
詢
撰
『
藝
文

類
聚
』
巻
二
十
三
「
人
部
七
、
鑑
誡
」
に
見
え
る
「
蜀
諸
葛
亮
誡
子
曰
」︺
の
言
を
座
右
の
銘
に
掲
げ
、「
大
丈
夫
た
る
者
は
諸
葛
武
侯
の
如
く
天
下
を
治
め
る
も
の
、

ど
う
し
て
頭
を
垂
れ
て
求
田
問
捨
︹
遠
大
な
志
を
持
た
ず
私
利
を
求
め
る
こ
と
︺
を
謀
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
」
と
言
っ
た
）
と
い
う
（『
國
朝
獻
徴
錄
』
巻
一
〇

七
、
焦
竑
撰
「
榮
祿
大
夫
南
京
中
軍
都
督
府
都
督
同
知
萬
公
表
墓
志
銘
」）︒
ま
た
、「
毎
與
唐
順
之
等
講
學
、
禦
倭
亦
有
功
績
、
號
爲
儒
將
」（
い
つ
も

唐
順
之
︹
一
五
〇
七－
六
〇
、
字
は
応
徳
、
一
字
義
修
、
号
は
荊
川
、
嘉
靖
八
年
の
進
士
︺
ら
と
講
学
し
、
倭
寇
討
伐
で
功
績
を
挙
げ
、「
儒
将
」
と
呼
ば
れ
た
）
と

い
う
（『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
一
七
六
「
集
部
二
十
九
、
別
集
類
存
目
三
、『
玩
鹿
亭
稿
』
八
卷
『
附
錄
』
一
卷
」）︒

万
表
に
は
多
数
の
著
書
が
あ
り
、
子
の
万
達
甫
編
・
孫
の
万
邦
孚
刊
に
な
る
詩
文
集
『
玩
鹿
亭
稿
』
が
残
っ
て
い
る
が
、
詩
文
の
評

価
は
高
く
は
な
い
︒
明
出
身
の
倭
寇
、
王
直
に
関
す
る
意
見
書
『
海
寇
議
』
一
巻
は
、
歴
史
研
究
の
方
面
で
重
要
資
料
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

︒

ま
た
、
唐
宋
以
来
の
小
説
・
筆
記
・
雑
著
の
類
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
條
を
採
録
し
た
『
灼
艾
集
』・『
續
集
』・『
別
集
』・『
餘
集
』

各
二
巻
を
撰
し
て
お
り
、
そ
の
編
纂
意
図
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
︒
ち
な
み
に
、
子
の
達
甫
、
孫
の
邦
孚
に

も
著
書
が
あ
り
、
万
氏
の
家
で
は
学
問
が
「
家
学
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る（

（5
（

︒

第
一
節
で
言
及
し
た
兪
大
猷
・
戚
継
光
も
、
こ
の
時
代
に
倭
寇
討
伐
で
功
績
を
挙
げ
た
武
臣
で
あ
る
︒

倭
寇
を
撃
退
し
、「
兪
家
軍
」
の
名
を
内
外
に
轟
か
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
兪
大
猷
（
一
五
〇
三－

七
九
、
字
は
志
輔
、
号
は
虚
江
、
晋
江
の
人
）

は
、
泉
州
百
戸
の
家
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
年
間
中
に
武
挙
に
登
第
、
都
督
同
知
を
授
か
っ
て
征
蛮
将
軍
の
印
を
拝
し
、
右
都
督
に
進
ん
だ

武
官
で
あ
る
︒「
生
而
穎
異
過
人
、
長
而
忼
慨
、
以
豪
傑
自
命
︒
折
節
讀
書
、
無
所
不
闚
、
攻
古
文
詞
、
思
致
深
遠
︒
家
故
貧
甚
、
意
豁

如
也
」（
生
ま
れ
な
が
ら
に
人
並
み
す
ぐ
れ
て
聡
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
性
格
の
持
ち
主
に
育
ち
、
武
勇
に
優
れ
た
豪
傑
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
が
、
操
を
折
っ
て

読
書
し
、
目
を
通
さ
ぬ
書
は
無
く
、
古
代
の
文
章
を
学
び
、
奥
深
く
ま
で
探
究
し
た
︒
家
は
も
と
も
と
大
変
貧
し
か
っ
た
が
、
心
は
広
か
っ
た
）
と
い
う
（『
國
朝
獻

徴
錄
』
巻
一
〇
七
、
明
・
趙
恒
志
撰
「
後
軍
都
督
府
都
督
同
知
贈
左
都
督
兪
公
大
猷
行
狀
」）︒
著
に
は
詩
文
集
『
正
氣
堂
集
』
十
七
巻
・『
續
集
』
七
巻
・

『
餘
集
』
五
巻
の
他
、
東
南
沿
海
で
の
倭
寇
討
伐
の
経
緯
を
著
し
た
『
洗
海
近
事
』
二
巻
、
兵
書
『
續
武
經
總
要
』
一
巻
な
ど
が
あ
る
︒

兪
大
猷
の
「
兪
家
軍
」
と
並
び
称
さ
れ
る
精
兵
「
戚
家
軍
」
の
名
を
轟
か
せ
た
戚
継
光
（
一
五
二
八－

八
七
、
字
は
元
敬
、
号
は
南
塘
、
晩
号

は
孟
諸
、
山
東
登
州
の
人
）
は
、
登
州
衛
千
戸
を
世
襲
し
、
参
将
と
し
て
倭
寇
防
備
に
あ
た
り
、
福
建
副
総
兵
、
都
督
同
知
に
陞
っ
て
薊
鎮

総
兵
を
拝
し
、
さ
ら
に
左
都
督
に
進
み
、
少
保
を
加
封
さ
れ
た
勇
将
で
あ
る
︒「
少
折
節
爲
儒
、
通
曉
經
術
︒
軍
中
篝
燈
讀
書
、
每
至
夜

明
代
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文
学
活
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分
︒
戎
事
少
閒
、
登
山
臨
海
、
緩
帶
賦
詩
︒
罷
鎭
歸
、
過
呉
門
、
角
巾
布
袍
、
偕
二
三
文
士
、
𢹂
手
徒
歩
、
人
莫
知
爲
故
將
軍
也
」（
若

い
頃
か
ら
操
を
折
っ
て
読
書
人
と
な
り
、
経
学
を
研
究
し
た
︒
軍
中
で
は
か
が
り
火
を
た
い
て
、
い
つ
も
夜
半
ま
で
勉
学
に
励
ん
だ
︒
職
務
に
少
し
暇
が
あ
れ
ば
、
山

に
登
り
海
を
望
み
、
衣
の
帯
を
緩
め
て
悠
々
と
詩
を
賦
し
た
︒
辺
境
守
備
の
職
を
罷
免
さ
れ
て
帰
郷
す
る
途
上
、
蘇
州
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
角
巾
︹
隠
士
が
か
ぶ

る
尖
っ
た
帽
子
︺
を
か
ぶ
り
平
民
の
長
袍
を
ま
と
い
、
二
、
三
人
の
文
士
と
、
手
を
携
え
て
歩
き
、
彼
が
も
と
は
将
軍
で
あ
る
と
わ
か
る
者
は
い
な
か
っ
た
）
と
い
う

（『
列
朝
詩
集
』
丁
集
中
「
戚
少
保
繼
光
」）︒
戚
継
光
も
、
儒
将
の
風
あ
る
武
臣
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒
著
に
は
詩
文
集
『
止
止
堂
集
』
五
巻
が

伝
わ
る
ほ
か
、
兵
書
『
紀
効
新
書
』
や
『
練
兵
實
紀
』
が
あ
り
、
当
時
の
軍
事
実
態
を
研
究
す
る
た
め
の
貴
重
資
料
と
さ
れ
て
い
る
︒

以
上
に
挙
げ
た
三
人
の
武
官
、
万
表
・
兪
大
猷
・
戚
継
光
の
三
人
は
、
み
な
倭
寇
討
伐
で
武
功
を
挙
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
と
り

わ
け
万
表
・
兪
大
猷
に
つ
い
て
は
、
武
挙
に
登
第
し
て
い
る
点
に
も
着
目
さ
れ
る
︒
人
並
み
優
れ
て
秀
で
た
将
材
を
選
抜
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
武
科
挙
（
武
挙
）
は
、
明
代
に
は
正
徳
・
嘉
靖
年
間
か
ら
本
格
的
に
運
用
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
︒
試
験
は
、
出
題
に
対
し
て

自
身
の
見
解
を
書
い
て
答
え
る
試
策
、
お
よ
び
弓
馬
・
武
藝
の
試
験
で
構
成
さ
れ
た
（
万
暦
末
の
改
正
以
降
に
は
軍
事
知
識
も
重
視
さ
れ
る
）︒
こ

の
武
挙
の
施
行
に
よ
っ
て
、
武
臣
の
文
学
に
対
す
る
意
識
が
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
高
ま
り
を
見
せ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
太
祖
朱
元
璋
以
来
の
政
策
に
よ
っ
て
、
武
臣
の
子
弟
は
国
子
監
、
後
に
は
武
学
（
或
い
は
衛
学

や
付
近
の
儒
学
）
に
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
な
り
に
読
書
を
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
稀
に
、
父
母
の
教
育
意
識
や
個
人
的
な
適
性
の
影
響
か

ら
、
文
学
に
強
い
興
味
を
抱
く
者
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
抵
の
武
臣
の
子
弟
に
と
っ
て
、
禁
欲
的
に
読
書
を
続
け
る
こ

と
は
、
さ
し
て
価
値
あ
る
も
の
に
思
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
武
学
に
は
試
験
が
あ
っ
て
、
成
化
年
間
（
一
四
五
六
~
八
七
）

以
降
は
、
毎
年
末
の
試
験
に
十
年
以
上
通
ら
な
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
に
支
給
さ
れ
た
廩
（
扶
持
米
、
奨
学
金
）
を
官
府
に
返
上
し
た
上

で
、
衛
所
に
送
ら
れ
て
操
練
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
モ
が
設
け
ら
れ
た
が（

（5
（

、
こ
の
よ
う
な
罰
則
が
設
け
ら
れ

た
原
因
は
、
読
書
に
身
の
入
ら
な
い
武
臣
の
子
弟
が
少
な
く
な
か
っ
た
故
で
あ
ろ
う
︒
し
か
も
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
モ
が
設
け
ら
れ
た
と
は

い
え
、
仮
に
ろ
く
に
文
字
が
読
め
な
い
ま
ま
武
官
を
世
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
の
中
世
・
近
世
に
武
家
で
用
い
ら
れ

た
「
祐
筆
」
の
如
き
秘
書
官
を
置
け
ば
、
業
務
上
大
き
な
問
題
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
つ
ま
り
、
読
書
を
究
め
た

か
ら
と
い
っ
て
、
制
度
上
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
立
身
出
世
に
繋
が
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
文
官
と
の
交
誼
を
結
ぶ
上
で
十
分
役
に

は
立
っ
た
で
あ
ろ
う
が
）︒
し
か
し
、
武
挙
が
施
行
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
策
試
を
含
む
武
挙
に
通
れ
ば
、
出
世
街
道
に
乗
っ
た
武
官
に
な
れ
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る
と
い
う
目
標
が
で
き
る
︒
読
書
の
動
機
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
に
、
武
臣
と
そ
の
子
弟
の
読
書
に
対
す
る
意
識
が
、
少
な
か
ら
ぬ

向
上
を
見
せ
た
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
︒

そ
し
て
、
武
臣
と
そ
の
子
弟
の
読
書
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
は
、
商
業
出
版
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
︒
従
来
、
明
代
後
期
、
万
暦
年
間
頃
の
白
話
文
学
出
版
の
隆
盛
の
背
景
に
は
、
出
版
技
術
の
向
上
、
お
よ
び
、
一
般
国
民
の
上
昇

社
会
移
動
に
対
す
る
要
求
の
高
ま
り
か
ら
、
嘉
靖
年
間
中
期
以
降
に
諸
生
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
、
白
話
文
学
の
読
者
の

拡
大
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
き
た（

（5
（

︒
し
か
し
、
嘉
靖
~
万
暦
期
に
か
け
て
、
武
臣
と
そ
の
子
弟
の
読
書
に
対
す
る
意
識
が
向
上
を
見
せ

た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
白
話
文
学
の
読
者
層
と
し
て
、
十
分
な
モ
モ
ゲ
ッ
ト
に
な
り
得
た
だ
ろ
う
︒
そ
も
そ
も
、『
三
國
志
演
義
』・『
水

滸
傳
』
な
ど
の
軍
記
物
は
、
内
容
か
ら
い
っ
て
武
臣
と
そ
の
子
弟
に
好
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
内
容
を
持
つ
︒
し
か
も
『
三
國
志
演
義
』
の

よ
う
な
、
白
話
語
彙
も
と
り
こ
み
つ
つ
基
本
的
に
は
簡
単
な
文
言
で
書
か
れ
た
「
通
俗
漢
文
体
」
の
書
物
は
、
武
官
や
武
学
に
通
う
子

弟
に
も
十
分
読
み
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
楽
し
く
歴
史
を
学
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
、
武
臣
に
は
、
当
時
安
価
な
買

い
物
で
は
な
か
っ
た
書
籍
を
購
入
す
る
に
十
分
な
財
産
を
有
し
て
い
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
︒
こ
れ
ら
の
情
況
に
鑑
み
れ
ば
、
白
話

文
学
の
出
版
業
に
お
い
て
、
武
臣
と
そ
の
子
弟
が
、
利
益
が
期
待
で
き
る
顧
客
層
と
み
な
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
得
る
だ
ろ
う
︒

で
は
、
明
代
後
期
に
、
書
籍
の
購
買
層
、
す
な
わ
ち
読
者
層
と
な
り
得
る
武
臣
は
ど
れ
ほ
ど
存
在
し
た
の
か
︒
明
代
後
期
に
お
け
る

武
臣
の
総
数
は
史
料
か
ら
見
つ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
問
題
は
考
察
が
難
し
い
が
、『
明
實
錄
』
に
よ
れ
ば
、
洪
武
二
十
五
年
（
一
三

九
二
）
に
は
全
国
に
約
一
万
六
千
名
ほ
ど
の
武
官
が
存
在
し
た
ら
し
く（

（6
（

、
世
襲
制
の
た
め
に
、
そ
の
後
も
大
き
く
減
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
︒
全
て
の
武
臣
と
そ
の
子
弟
が
商
業
出
版
の
顧
客
に
な
り
得
る
文
学
的
素
養
を
有
し
た
わ
け
は
あ
る
ま
い
が
、

そ
れ
で
も
、
商
業
出
版
界
に
お
け
る
モ
モ
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
十
分
な
数
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

（
二
）

こ
の
時
代
の
武
臣
の
文
学
活
動
の
事
例
と
し
て
、
最
後
に
挙
げ
る
の
は
、
倭
寇
戦
で
活
躍
し
た
将
軍
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
従

来
、
文
学
方
面
で
も
史
学
方
面
で
も
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
李
言
恭
（
一
五
四
一－

九
九
、
字
は
惟
寅
、
号
は
青
蓮
居
士
、
江
蘇
盱
眙
の
人
）
と

い
う
武
臣
の
著
作
・
刻
書
で
あ
る
︒
李
言
恭
は
、
第
三
節
で
も
触
れ
た
、
開
国
の
功
臣
で
曹
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
李
文
忠
の
子
、
李
景

明
代
武
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の
文
学
活
動
、
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隆
の
七
世
孫
で
、
臨
淮
侯
を
襲
爵
し
、
環
衛
侍
直
、
留
守
陪
京
（
南
京
守
備
）
に
任
じ
ら
れ
、
太
保
を
加
封
さ
れ
た
武
臣
で
あ
る
︒
銭
謙

益
に
「
李
氏
自
岐
陽
父
子
、
已
好
文
墨
、
親
近
文
士
」（
李
氏
の
一
門
は
岐
陽
︹
李
文
忠
の
追
封
の
号
「
岐
陽
武
靖
王
」
に
由
来
︺
の
父
子
以
来
、
ず
っ
と

文
学
を
愛
好
し
、
文
士
に
親
し
く
近
づ
い
た
）
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（『
列
朝
詩
集
』
丁
集
上
「
李
臨
淮
言
恭
」）、
武
門
の
出
で
あ
り
な
が
ら
、
家

学
と
し
て
文
学
を
受
け
継
い
だ
ら
し
い
︒
著
に
は
詩
集
『
白
雪
齋
詩
集
』
二
巻
・『
青
蓮
閣
集
』
六
巻
、
地
理
書
『
日
本
考
』
五
巻
な
ど

が
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
著
書
に
つ
い
て
、
以
下
に
少
し
く
紹
介
を
加
え
て
お
き
た
い
︒

詩
集
『
白
雪
齋
詩
集
』
二
巻
（
国
立
公
文
書
館
に
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
が
伝
わ
る
）
は
、
巻
上
題
署
に
「
盱
眙
李
言
恭
惟
寅
著
／
蘭
蹊
胡
應

麟
元
瑞
編
定
／
壽
州
宗
吉
朱
汝
修
較
梓
」、
巻
頭
に
万
暦
庚
辰
（
八
年
、
一
五
八
〇
）
の
荘
履
中
序
・
王
世
懋
序
を
持
つ
︒
そ
の
編
纂
・
刊

刻
に
、
復
古
派
後
七
子
の
牽
引
者
で
あ
る
王
世
貞
（
字
は
元
モ
、
号
は
鳳
洲
・
弇
州
、
江
蘇
太
倉
の
人
、
嘉
靖
二
十
六
年
の
進
士
）
の
弟
、
王
世
懋
（
一

五
三
六－

八
八
、
字
は
敬
モ
、
号
は
麟
洲
、
嘉
靖
三
十
八
年
の
進
士
）
や
、
王
世
貞
に
詩
才
を
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
筆
記
『
少
室
山
房

筆
叢
』
な
ど
の
著
で
知
ら
れ
る
博
学
の
士
、
胡
応
麟
（
一
五
五
一－

一
六
〇
二
、
字
は
元
瑞
、
号
は
少
室
山
人
、
蘭
谿
の
人
、
万
暦
四
年
郷
薦
）
が
参
加

し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
︒

詩
集
『
青
蓮
閣
集
』
六
巻
（
国
立
公
文
書
館
に
豊
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
献
上
本
が
伝
わ
る
）
は
、
巻
一
題
署
に
「
盱
眙
李
言
恭
惟
寅
著
／
會
稽

陶
允
宜
懋
中
／
檇
李
陳
泰
來
伯
符
／
校
」、
巻
頭
に
万
暦
辛
卯
（
十
九
年
、
一
五
九
一
）
の
陳
文
燭
序
、
時
期
不
明
の
李
維
禎
序
、
万
暦
庚

寅
（
十
八
年
、
一
五
九
〇
）
の
袁
応
棋
序
、
万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
）
の
湯
顕
祖
序
を
持
つ
︒
陳
文
燭
（
字
は
玉
叔
、
号
は
五
嶽
山
人
、
沔
陽
の

人
、
嘉
靖
四
十
四
年
の
進
士
）
は
王
世
貞
撰
『
弇
山
堂
別
集
』
に
序
文
（
万
暦
十
八
年
）
を
寄
せ
た
文
人
、
李
維
禎
（
字
は
本
寧
、
京
山
人
、
隆
慶
二

年
の
進
士
）
も
王
世
貞
の
後
を
継
ぐ
文
壇
の
領
袖
と
み
な
さ
れ
る
人
物
で
、
李
言
恭
は
復
古
派
の
影
響
下
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

序
を
寄
せ
た
人
物
の
一
人
、
劇
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
文
学
者
、
湯
顕
祖
（
字
は
義
仍
、
号
は
若
士
、
江
西
臨
川
の
人
、
万
暦
十
一
年
の
進
士
）
は
、

復
古
派
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
か
ら
、
李
言
恭
の
文
学
観
を
一
概
に
復
古
派
の
亜
流
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
︒
と
も
あ
れ
、
陳
文
燭
序
に
「
嘉
隆
之
際
、
余
官
廷
中
、
是
時
七
子
徒
解
散
、
余
與
惟
寅
結
談
天
之
社
」（
嘉
靖
・
隆
慶
年

間
に
、
私
は
官
府
に
い
た
が
、
こ
の
時
は
︹
復
古
派
︺
後
七
子
が
解
散
し
た
頃
で
、
私
は
惟
寅
︹
李
言
恭
︺
と
天
下
に
つ
い
て
語
ら
う
結
社
を
組
織
し
た
）
と
見
え

る
よ
う
に
、
武
臣
の
李
言
恭
が
、
当
時
の
一
流
文
士
ら
と
文
学
を
媒
介
と
し
て
交
流
を
持
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
探
究
が
必
要
と
さ
れ
る
問
題
に
思
わ
れ
る
︒
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日
本
の
地
理
・
歴
史
・
風
俗
・
文
化
・
言
語
な
ど
に
つ
い
て
記
す
『
日
本
考（
（6
（

』
五
巻
は
、
李
言
恭
と
、
都
察
院
御
史
兼
兵
部
右
侍
郎

の
郝
杰
（
一
五
三
〇－

一
六
〇
〇
、
字
は
彦
輔
、
蔚
州
の
人
、
嘉
靖
三
十
五
年
の
進
士
）
に
よ
る
共
著
で
、「
方
言
恭
督
京
營
參
政
時
、
杰
爲
右
都
御

史
、
會
倭
患
方
劇
、
乃
共
摭
所
聞
、
爲
此
書
」（
李
言
恭
が
京
営
︹
中
央
軍
︺
の
参
政
で
あ
っ
た
時
、
郝
杰
は
右
都
御
史
で
、
倭
寇
に
よ
る
侵
略
が
ち
ょ
う

ど
激
化
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、
共
に
見
聞
し
た
事
を
採
録
し
、
こ
の
書
を
な
し
た
）
と
さ
れ
る
（『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
七
十
八
「
史
部
三
十
四
、

地
理
類
存
目
七
、『
日
本
考
』
五
巻
」）︒
嘉
靖
年
間
か
ら
明
朝
廷
に
と
っ
て
大
き
な
外
患
と
な
っ
た
倭
寇
へ
の
対
策
と
し
て
、
日
本
に
つ
い
て

の
情
報
を
輯
め
た
書
籍
に
は
、
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
に
寧
波
で
起
こ
っ
た
争
貢
の
役
（
寧
波
の
乱
、
日
本
の
遣
明
使
同
士
の
争
い
が
明
人
の
殺
害

に
発
展
し
た
事
件
）
を
受
け
て
、
薛
俊
（
浙
江
定
海
の
人
、
常
州
訓
導（（6
（

）
が
撰
し
た
『
日
本
考
略
』
一
巻
、
ま
た
、
浙
江
の
倭
寇
平
定
で
活
躍
し

な
が
ら
、
大
学
士
厳
嵩
の
獄
に
連
座
し
て
嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五
六
五
）
に
獄
中
で
自
殺
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
胡
宗
憲
（
？－

一
五
六
二
、

字
は
汝
貞
、
安
徽
績
渓
の
人
、
嘉
靖
十
七
年
の
進
士
）
の
幕
下
で
編
纂
さ
れ
た
、
鄭
若
曽
（
字
は
伯
魯
、
号
は
開
陽
、
崑
山
の
人
、
嘉
靖
初
の
貢
生
）
撰
『
日

本
圖
纂
』
一
巻
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
、
李
言
恭
・
郝
杰
撰
『
日
本
考
』
五
巻
の
特
徴
は
、「
而
於
字
書
譯
語
、
臚
載
尤
詳
」

（
字
書
の
部
分
の
翻
訳
が
、
列
挙
さ
れ
て
お
り
非
常
に
詳
し
い
）
所
に
あ
る
（
同
上
『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
』
巻
七
十
八
）︒

例
え
ば
『
日
本
考
』
巻
四
は
、
簡
易
な
日
中
辞
書
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
お
り
、「
袋　

福
古
羅　

ふ
く
ろ
」・「
車　

過
路
馬　

く

る
ま
」（
巻
四
「
器
具
」）、「
箭　

耶　

や
」（
巻
四
「
武
具
」）、「
笛　

福
業　

ふ
ゑ
」・「
火
藥　

非
骨
宿
里
又
骨
宿
里　

く
す
り
」（
巻
四
「
响

器
」）
と
い
う
よ
う
に
、
漢
語
、
日
本
語
で
の
発
音
（
中
国
語
の
発
音
で
音
の
近
い
字
を
当
て
る
）、
仮
名
表
記
を
並
べ
て
記
す
︒
ま
た
、
日
本
の

う
た
も
多
く
採
録
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
巻
五
の
「
山
歌
」
部
に
は
、
当
時
日
本
で
流
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
俗
謡
を
載
せ
る
が
、

「
吉
密
外
知
揺
慢
世
知
揺
慢
世
（
井
口
注
:
君
が
千
代
万
世
、
千
代
万
世
）
︙
（
後
略
）
︙
／
釋
音　

吉
密
君
主　

知
揺
千
年　

慢
世
萬
歳
︙
︙
／

切
意　

君
主
千
年
萬
歳
千
年
萬
歳
︙
︙
」（「
祝
延
聖
壽
」）
と
い
う
よ
う
に
、
中
国
語
の
発
音
で
音
の
近
い
漢
字
を
借
り
て
う
た
を
表
記
し
、

「
釋
音
」（
語
釈
）、「
切
意
」（
大
意
）
ま
で
載
せ
る
点
は
お
も
し
ろ
い
︒
こ
の
よ
う
な
情
報
が
、
倭
寇
対
策
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
或
い
は
倭
寇
対
策
を
超
え
た
文
化
的
意
義
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
刊
行
経
緯
と
と
も
に
、
興
味
深
い
問
題
で

あ
る
︒

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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お
わ
り
に

以
上
、
明
朝
一
代
に
わ
た
る
武
臣
の
文
学
活
動
の
概
況
を
述
べ
て
き
た
︒
筆
者
が
近
年
発
表
し
て
き
た
研
究
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、

新
た
な
調
査
で
発
見
さ
れ
た
事
例
を
加
え
て
、
時
系
列
に
沿
っ
て
編
成
し
な
お
す
こ
と
で
、
明
代
武
臣
の
文
学
活
動
と
そ
の
背
景
に
つ

い
て
、
新
た
な
知
見
を
呈
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
︒
以
下
に
再
度
、
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
︒

洪
武
~
洪
煕
年
間
に
は
、
武
定
侯
郭
英
の
子
郭
鎮
・
郭
鈺
と
孫
郭
珍
、
曹
国
公
李
文
忠
の
子
李
景
隆
、
黔
国
公
沐
英
の
子
沐
昂
の
よ

う
に
、
明
朝
開
国
の
戦
乱
で
武
勲
を
あ
げ
た
功
臣
の
子
・
孫
世
代
に
、
文
学
的
素
養
を
持
つ
者
が
見
出
せ
る
︒
そ
の
背
景
に
は
、
家
庭

に
お
け
る
、
武
藝
だ
け
で
な
く
文
学
も
学
ぶ
べ
き
と
い
う
教
育
方
針
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
社
会
的
要
因
と
し
て
指

摘
で
き
る
の
が
、
太
祖
朱
元
璋
に
よ
る
教
育
政
策
で
あ
る
︒
朱
元
璋
は
、
国
家
を
治
め
る
た
め
に
は
文
武
兼
備
の
人
材
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
武
臣
の
子
弟
を
国
子
監
に
入
れ
、
後
に
は
衛
学
（
武
学
）
を
設
立
し
て
、
学
問
を
学
ば
せ
た
︒

ま
た
、
公
侯
ク
ラ
ス
の
武
門
の
一
門
の
子
弟
は
、
一
流
の
高
級
文
官
と
交
際
を
持
つ
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
︒
本
論
で
は
そ
の
一

例
と
し
て
、
廖
鏞
・
廖
銘
兄
弟
と
倪
遴
の
如
き
、
建
文
期
の
大
儒
、
方
孝
孺
か
ら
学
問
を
授
か
っ
た
武
官
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
︒

こ
の
よ
う
な
情
況
を
背
景
と
し
て
、
武
臣
の
中
に
、
著
作
を
著
す
ほ
ど
の
文
学
的
素
養
を
持
つ
者
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
︒

宣
徳
~
天
順
年
間
に
は
、
明
初
の
戦
乱
は
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ
る
が
、
依
然
と
し
て
、
異
民
族
・
少
数
民
族
と
の
軍
事
的
な
衝
突

が
た
び
た
び
勃
発
し
た
︒
そ
れ
ら
の
征
伐
軍
に
従
っ
た
武
臣
の
中
に
は
、
戦
の
実
情
を
理
解
せ
ぬ
文
官
か
ら
の
無
用
の
弾
劾
を
未
然
に

防
い
だ
り
、
自
ら
の
軍
事
的
功
績
を
世
間
に
知
ら
し
め
る
政
治
的
意
図
を
も
っ
て
、
征
伐
の
事
跡
を
記
録
し
た
書
籍
を
編
纂
し
て
刊
刻

す
る
者
が
現
れ
て
く
る
︒
袁
彬
撰
『
北
征
事
蹟
』、
趙
輔
撰
『
平
夷
賦
』・『
平
夷
錄
』
が
例
と
し
て
指
摘
で
き
る
が
、
現
佚
の
定
襄
伯
郭

登
撰
『
南
征
集
』
な
ど
も
、
そ
の
書
題
か
ら
、
類
似
す
る
目
的
の
書
籍
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒

ま
た
、
本
論
で
と
り
あ
げ
た
湯
胤
勣
の
よ
う
に
、
文
学
を
媒
介
と
し
て
、
文
官
と
深
い
精
神
的
な
交
流
を
持
つ
武
臣
が
い
た
こ
と
は
、

武
臣
が
文
学
的
素
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
社
会
的
に
異
な
る
階
層
に
属
す
る
人
間
と
の
交
際
の
手
段
と
し
て
、
小
さ
か
ら
ぬ
役
割

を
担
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

成
化
~
嘉
靖
年
間
前
期
に
は
、
天
下
は
太
平
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
蘇
州
・
南
京
な
ど
の
南
方
都
市
の
め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展
に
と
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も
な
い
、
文
化
も
開
放
的
に
花
開
く
︒
こ
の
太
平
の
時
代
に
生
き
た
武
臣
に
は
、
陳
鐸
・
陶
輔
の
よ
う
に
、
武
藝
よ
り
も
文
藝
を
愛
好

し
て
そ
れ
を
極
め
よ
う
と
す
る
者
が
現
れ
る
︒
ま
た
、
陳
鐸
に
よ
る
散
曲
制
作
、
郭
勛
に
よ
る
白
話
小
説
や
曲
集
の
編
纂
・
刻
書
活
動

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
学
活
動
の
範
囲
が
通
俗
的
な
文
藝
へ
と
拡
大
し
て
行
く
︒

そ
の
文
学
活
動
の
裏
に
は
政
治
的
意
図
も
垣
間
見
え
る
が
、
通
俗
的
な
文
藝
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
最
も
基
礎
的
な
動
機
は
、
純
粋

な
個
人
的
嗜
好
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒
武
臣
は
そ
も
そ
も
、
平
素
か
ら
軍
士
と
雑
居
し
た
り
、
妓
楼
に
出
入
り
す
る
機
会
も
多
く
、

下
層
社
会
と
の
濃
厚
な
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
、
通
俗
的
な
も
の
に
対
す
る
精
神
的
な
抵
抗
が
、
文
官
の
そ
れ
よ
り
も
低

か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒
そ
う
し
た
武
臣
の
コ
ミ
モ
ニ
テ
ィ
で
醸
成
さ
れ
た
通
俗
的
精
神
、
白
話
文
学
へ
の
偏
見
無
き
意
識
が
、
彼

ら
の
文
学
活
動
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

ま
た
、
成
化
・
弘
治
年
間
を
主
な
活
動
期
間
と
す
る
陳
鐸
の
文
学
活
動
は
、
明
代
白
話
文
学
の
発
展
史
に
お
い
て
、
先
駆
的
な
事
象

と
考
え
ら
れ
て
き
た
復
古
派
李
夢
陽
ら
の
思
想
の
出
現
よ
り
も
早
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
︒
南
京
で
は
陳
鐸
を
旗
手
と
す
る
文
藝
集
団

に
お
い
て
、
早
く
か
ら
通
俗
文
藝
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

そ
し
て
、
陳
鐸
を
含
む
武
臣
の
コ
ミ
モ
ニ
テ
ィ
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
通
俗
的
精
神
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、「
俗
」
な
る
文
藝
に
「
真

情
」
の
発
露
を
認
め
る
復
古
派
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
郭
勛
の
白
話
文
学
編
纂
・
刊
刻
と
い
う
事
象
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
︒
さ
ら
に
、
本
論
で
の
新
た
な
指
摘
と
し
て
、
武
宗
正
徳
帝
の
儒
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
モ
へ
の
反
抗
、
通
俗
性
お
よ
び
、
武
藝

を
好
む
志
向
が
、
郭
勛
の
文
学
活
動
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
︒

嘉
靖
年
間
後
期
~
崇
禎
年
間
に
目
立
っ
て
く
る
の
は
、
外
患
の
激
化
を
背
景
に
、
対
夷
戦
、
と
り
わ
け
倭
寇
討
伐
で
活
躍
し
た
武
臣
、

万
表
・
兪
大
猷
・
戚
継
光
ら
の
著
し
た
軍
事
関
連
の
書
籍
で
あ
る
︒

白
話
文
学
の
方
面
で
は
、
武
官
が
「
平
話
」
を
作
っ
た
事
例
を
一
つ
指
摘
で
き
る
︒
ま
た
、
正
徳
・
嘉
靖
年
間
以
降
に
武
科
挙
（
武

挙
）
が
本
格
的
に
運
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
臣
と
そ
の
子
弟
の
読
書
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
文
官

ほ
ど
の
高
い
文
学
的
素
養
を
身
に
つ
け
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
と
も
、
通
俗
漢
文
体
程
度
の
書
物
な
ら
ば
読
め
る
武
臣
は
増
加
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
、
し
か
も
武
臣
に
と
っ
て
魅
力
的
な
内
容
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
『
三
國
志
演
義
』・『
水
滸
傳
』
な
ど
の
白
話
小
説
の
読
者
と

し
て
、
商
業
出
版
の
購
買
層
、
す
な
わ
ち
モ
モ
ゲ
ッ
ト
と
み
な
さ
れ
る
に
十
分
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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本
論
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
武
臣
の
文
学
活
動
す
べ
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
数
例
を

と
り
あ
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
研
究
す
る
こ
と
で
、
明
代
文
学
史
を
従
来
と
は
異
な
る
切
り
口
か
ら
眺
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
今
後
、
こ
の
方
面
の
研
究
が
さ
ら
に
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
︒

注

（
1
）  

明
代
の
武
官
職
に
は
非
世
襲
官
職
で
あ
る
「
流
官
」（
都
督
・
都
督
同
知
・
都
督
僉
事
・
都
指
揮
使
・
都
指
揮
同
知
・
都
指
揮
僉
事
・
正

留
守
・
副
留
守
）
と
、
世
襲
官
職
で
あ
る
「
世
官
」（
指
揮
使
・
指
揮
同
知
・
指
揮
僉
事
・
衛
鎮
撫
・
所
鎮
撫
・
正
千
戸
・
副
千
戸
・
百

戸
・
試
百
戸
）
の
別
が
あ
っ
た
︒
清
・
張
廷
玉
ら
撰
『
明
史
』
巻
七
十
一
「
志
四
十
七
、
選
舉
三
」
参
照
︒

（
2
）  

黄
仁
宇
著
／
稲
畑
耕
一
郎
・
岡
崎
由
モ
・
古
屋
昭
弘
・
堀
誠
訳
『
万
暦
十
五
年
―
一
五
八
七
「
文
明
」
の
悲
劇
』（
東
方
書
店
、
一
九

八
九
年
︒
原
著
は
『1587, A

 Y
EA

R
 O

F N
O

 SIG
N

IFIC
A

N
C

E: TH
E M

IN
G

 D
Y

N
A

STY
 IN

 D
EC

LIN
E

』︹Yale U
niversity Press

、
一

九
八
一
年
︺）、
七
六
・
二
三
二
~
二
三
三
頁
（
原
著
五
三
・
一
六
二
~
一
六
三
頁
）︒

（
3
）  

明
・
晁
瑮
の
家
蔵
書
目
録
『
晁
氏
寶
文
堂
書
目
』
中
巻
「
類
書
」
に
「『
水
滸
傳
』
武
定
板
」・「『
三
國
通
俗
演
義
』
武
定
板
」
が
著
録

さ
れ
る
︒
ま
た
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
忠
義
水
滸
傳
』
一
百
巻
（
清
康
熙
五
年
石
渠
閣
重
修
本
、
索
書
号
一
〇
七
〇
八
）
に
附
さ
れ
た

天
都
外
臣
（
汪
道
昆
の
号
）
に
よ
る
「
水
滸
傳
序
」
に
「
嘉
靖
時
郭
武
定
重
刻
其
書
、
削
去
致
語
、
獨
存
本
傳
」、
明
末
清
初
・
銭
希
言
撰

『
戲
瑕
』
巻
一
「
水
滸
傳
」
に
「
今
坊
閒
刻
本
、
是
郭
武
定
刪
後
」
と
見
え
る
︒

（
4
）  

明
・
鄭
暁
撰
『
今
言
』「
九
十
二
」、「
嘉
靖
十
六
年
、
郭
勛
欲
進
祀
其
立
功
之
祖
武
定
侯
英
於
太
廟
、
乃
倣
三
國
志
俗
說
及
『
水
滸
傳
』

爲
『
國
朝
英
烈
記
』、
言
生
擒
士
誠
、
射
死
友
諒
、
皆
英
之
功
」︒
明
・
沈
徳
符
撰
『
萬
曆
野
獲
編
』
巻
五
「
勳
戚
、
武
定
侯
進
公
」、「
武

定
侯
郭
勛
︙
（
中
略
）
︙
自
撰
開
國
通
俗
紀
傳
、
名
『
英
烈
傳
』
者
」︒

（
5
）  

拙
論
「
武
定
侯
郭
勛
に
よ
る
『
三
國
志
演
義
』『
水
滸
傳
』
私
刻
の
意
図
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
七
十
一
集
、
七
五
~
八
九
頁
、
日

本
中
国
学
会
、
二
〇
一
九
年
十
月
）︒

（
6
）  

拙
論
「
武
定
侯
郭
勛
の
人
脈
―
そ
の
文
学
活
動
を
支
え
た
も
の
（
前
編
）」、『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
七
号
、
三
七
~
六
九
頁
、
九
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州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
︒

（
7
）  

拙
論
「
明
朝
勲
戚
武
定
侯
郭
氏
と
文
学
― 「
諸
葛
の
如
き
」
定
襄
伯
郭
登
―
」、『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
六
号
、
一
一
一
~
一
三

三
頁
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
︒

（
8
）  
明
・
李
東
陽
撰
『
麓
堂
詩
話
』
は
『
叢
書
集
成
初
編
』
第
二
五
七
六
冊
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
~
四
〇
年
）、
知
不
足
斎
叢
書
本
排

印
に
依
拠
す
る
︒

（
9
）  

拙
論
「
武
定
侯
郭
勛
の
人
脈
―
そ
の
文
学
活
動
を
支
え
た
も
の
（
後
編
）」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
一
~
二
二
四
頁
、

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
）︒

（
10
）  

拙
論
「
陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
前
篇
）」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
十
二
号
、
七
一
~
九
〇
頁
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
二
三

年
十
二
月
）、
四
「
散
曲
制
作
の
場
」
参
照
︒

（
11
）  

大
塚
秀
高
『
漢
文
古
典
二 
中
国
小
説
史
へ
の
視
点
』（N

H
K

出
版
、
一
九
八
七
年
）
一
二
八
~
一
三
三
頁
、
同
書
の
文
庫
版
『
中
国
古

典
小
説
史
―
漢
初
か
ら
清
末
に
い
た
る
小
説
概
念
の
変
遷
』(

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
二
四
年
）
一
九
一
~
二
〇
〇
頁
︒

（
12
）  

拙
論
「
馮
夢
龍
三
言
に
見
る
軍
士
の
表
象
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
五
十
号
、
九
六
~
一
一
四
頁
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
二

一
年
十
二
月
︒

（
13
）  

荒
木
猛
『
金
瓶
梅
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
佛
教
大
学
研
究
叢
書
、
二
〇
〇
九
年
）「
第
二
部
第
三
章
」（
初
出
は
『
国
語
と
教
育
』
第
二

十
一
号
︹
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
九
六
年
十
二
月
︺）
一
三
四
~
一
四
二
頁
表
、
及
び
一
五
三
~
一
五
四
頁
︒

（
14
）  

注
十
前
掲
の
拙
論
、
お
よ
び
拙
論
「
陳
鐸
の
散
曲
に
就
い
て
（
後
篇
）」（『
文
学
研
究
』
第
一
二
一
輯
、
四
九
~
七
六
頁
、
九
州
大
学
人

文
科
学
研
究
院
、
二
〇
二
四
年
三
月
）︒

（
15
）  

拙
論
「︻
研
究
ノ
モ
ト
︼
明
代
武
臣
に
よ
る
著
作
・
刊
本
（
表
）」（『
文
学
研
究
』
第
一
二
二
号
、
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
、
二
〇

二
五
年
三
月
）
掲
載
予
定
︒

（
16
）  

嘉
靖
年
間
を
前
期
・
後
期
に
区
切
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）
に
起
こ
っ
た
所
謂
「
壬
寅
の
宮
変
」（
宮
婢
が

世
宗
の
弑
逆
を
謀
っ
た
と
さ
れ
る
事
件
）
を
境
に
、
世
宗
が
西
苑
の
玉
熙
宮
に
居
し
て
朝
議
に
赴
か
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
治
体
制

が
大
き
く
変
容
し
た
こ
と
を
指
標
と
す
る
︒

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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（
17
）  

『
毓
慶
勳
懿
集
』
巻
八
「
墓
誌
」、
明
・
魏
驥
撰
「
故
明
威
將
軍
南
京
錦
衣
衞
指
揮
僉
事
郭
公
墓
誌
銘
」（
郭
珍
墓
誌
）︒
明
・
郭
勛
刊
『
毓

慶
勳
懿
集
』
は
東
洋
文
庫
蔵
の
国
立
北
平
図
書
館
旧
蔵
本
景
照
（
Ⅱ－

〇－

Ｄ－

四
七
〇
）
に
依
拠
す
る
︒

（
18
）  
清
・
銭
謙
益
輯
『
列
朝
詩
集
小
傳
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
に
依
拠
す
る
︒

（
19
）  
清
・
張
廷
玉
ら
編
『
明
史
』（
中
華
書
局
排
印
本
、
一
九
七
四
年
）
に
依
拠
す
る
︒

（
20
）  

明
・
徐
紘
撰
『
明
名
臣
琬
琰
錄
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
嘉
靖
四
十
年
序
刊
本
、
史
〇
七
二－

〇
〇
〇
一
）
に
依
拠
す
る
︒

（
21
）  

『
明
實
錄
』
は
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
校
『
明
實
錄
（
附
校
勘
記
）』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
六
二
年
）
に
依
拠

す
る
︒

（
22
）  

明
・
高
儒
撰
『
百
川
書
志
』（
馮
恵
民
等
選
編
『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』、
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
依
拠
す
る
︒

（
23
）  

清
・
黄
虞
稷
撰
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
十
「
政
刑
類
」、「『
大
誥
武
臣
』
一
卷
︒
洪
武
二
十
年
十
二
月
、
上
以
武
臣
多
出
自
行
伍
、
罔
知
憲

典
、
故
所
爲
往
往
麗
﹇
井
口
注
:
廢
の
誤
か
﹈
法
、
乃
製
大
誥
三
十
一
篇
以
訓
」︒『
太
祖
實
錄
』
巻
一
九
四
（
洪
武
二
十
一
年
冬
十
月
）

乙
丑
、「
頒
『
武
士
訓
戒
錄
』︒
時
上
以
將
臣
於
古
者
善
惡
成
敗
之
事
少
所
通
曉
、
特
命
儒
臣
編
集
申
鳴
・
鉏
魔
・
樊
噲
・
金
日
磾
・
張
飛
・

鍾
會
・
尉
遲
敬
德
・
薛
仁
貴
・
王
君
廓
・
僕
固
懷
恩
・
劉
闢
・
王
彦
章
等
所
爲
善
惡
爲
一
編
、
釋
以
直
辭
、
俾
蒞
武
職
者
日
親
講
說
、
使

知
勸
戒
」︒『
太
祖
實
錄
』
巻
二
四
八
（
洪
武
二
十
九
年
十
一
月
）
己
巳
、「
詔
頒
『
稽
古
定
制
』︒
先
是
上
以
諸
功
臣
之
家
、
不
循
禮
法
、

往
往
奢
侈
自
縱
、
以
致
覆
亡
、
雖
屢
加
誡
敕
、
終
莫
之
省
、
廼マ

マ

命
翰
林
儒
臣
、
取
唐
宋
制
度
、
及
國
初
以
來
所
定
禮
制
、
參
酌
損
益
、
編

類
成
書
︒
凡
勛
舊
之
家
、
墳
塋
碑
碣
丈
尺
、
房
屋
閒
架
、
及
食
祿
之
家
貨
植﹇
殖
﹈禁
例
、
皆
有
定
制
、
命
頒
之
功
臣
之
家
、
俾
遵
行
之
」︒

（
24
）  

明
・
焦
竑
輯
『
國
朝
獻
徴
錄
』（
呉
相
湘
主
編
中
国
史
学
叢
書
、
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
六
五
年
）
に
依
拠
す
る
︒

（
25
）　

明
・
曹
参
芳
輯 『
遜
國
正
氣
紀
』
は
中
国
野
史
集
成
・
続
編
編
委
會
／
四
川
大
学
図
書
館
編
『
中
國
野
史
集
成
續
編　

先
秦
―
清
末

民
初
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
巻
二
十
三
に
依
拠
す
る
︒

（
26
）  

詳
し
く
は
注
七
前
掲
の
拙
論
参
照
︒

（
27
）  

『
毓
慶
勳
懿
集
』
巻
七
「
碑
文
」、
明
・
彭
時
撰
「
定
襄
忠
武
侯
神
道
碑
」、「
其
着﹇
著
の
誤
﹈述
有
『
春
秋
左
傳
直
解
』
若
干
卷
・『
聯
珠

集
』
二
十
二
卷
・『
獨
言
集
』
四
卷
・『
南
征
集
』
四
卷
・『
投
壺
新
譜
』
一
卷
・『
玉
帳
餘
談
』
四
卷
・『
家
史
』
四
卷
・『
奏
議
』
二
十
卷
・

雜
着﹇
著
の
誤
﹈一
帙
、
藏
于
家
」︒

中
国
文
学
論
集
　
第
五
十
三
号
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（
28
）  

南
宋
・
崔
與
之
「
夀
邕
州
趙
守
」
詩
、「
袖
郤
經
綸
手
、
天
邊
樹
牙
㦸
」︒

（
29
）  

清
・
黄
虞
稷
撰
『
千
頃
堂
書
目
』（
瞿
鳳
起
・
潘
景
鄭
整
理
『
千
頃
堂
書
目
︹
附
索
引
︺』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
依
拠

す
る
︒『
東
谷
遺
稿
』
に
つ
い
て
は
、
巻
十
九
「
景
泰
」
に
「
楊マ

マ﹇
湯
の
誤
﹈胤
績
『
東
谷
遺
稿
』
十
三
卷
︒
字
公
讓
、
東
甌
襄
武
王
曾
孫
、

授
錦
衣
百
戸
、
轉
千
戸
︒
景
泰
中
命
通
問
上
皇
歸
、
進
指
揮
僉
事
︒
成
化
初
以
參
將
守
延
綏
戰
殁
︒
會
昌
侯
孫
繼
宗
序
︒
胤
績
所
著
有
『
五

雲
淸
唱
』・『
風
雅
遺
音
』・『
蛙
池
鼓
吹
』・『
六
體
香
匳
』
諸
集
、
皆
佚
」
と
見
え
る
︒

（
30
）  

明
・
葉
盛
撰
『
水
東
日
記
』（
中
華
書
局
、
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
一
九
八
〇
年
）
に
依
拠
す
る
︒

（
31
）  

宋
・
蔡
正
孫
撰
『
詩
林
廣
記
』
巻
九
に
録
さ
れ
る
韓
偓
「
雷
公
」
詩
に
つ
い
て
の
参
評
の
箇
所
（「
韓
致
堯
『
雷
公
』
詩
、
附
朱
喬
年

『
冬
乾
』
詩
、
蔡
氏
云
云
︒
附
朱
文
公
『
聞
雷
有
感
』
詩
」）︒

（
32
）  

韓
偓
詩
の
前
二
句
「
閑
人
倚
柱
笑
雷
公
、
又
向
深
山
霹
怪
松
」、
朱
熹
詩
の
後
二
句
「
我
願
君
王
法
天
造
、
早
施
雄
斷
答
群
心
」︒

（
33
）  

注
十
四
前
掲
の
拙
論
（
後
篇
）、
三
参
照
︒

（
34
）  

明
・
王
錡
撰
『
寓
圃
雜
記
』
巻
五
「
呉
中
近
年
之
盛
」、「
呉
中
素
號
繁
華
、
︙
（
中
略
）
︙
正
統
・
天
順
閒
、
余
嘗
入
城
、
咸
謂
稍
復

其
舊
、
然
猶
未
盛
也
︒
迨
成
化
閒
、
余
恒
三
・
四
年
一
入
、
則
見
其
逈
若
異
境
、
以
至
于
今
、
愈
益
繁
盛
︒
閭
簷
輻
輳
、
萬
瓦
甃
鱗
、
城

隅
濠
股
、
亭
館
布
列
、
略
無
隙
地
︒
輿
馬
從
蓋
、
壺
觴
罍
盒
、
交
馳
於
通
衢
︒
水
巷
中
、
光
彩
耀
目
、
游
山
之
舫
、
載
妓
之
舟
、
魚
貫
於

緑
波
朱
閤
之
閒
、
絲
竹
謳
舞
與
市
聲
相
雜
」︒

（
35
）  

『
憲
宗
實
錄
』
巻
二
一
二
（
成
化
十
七
年
二
月
）
戊
申
、「
太
監
李
榮
傳
奉
聖
旨
、
儒
士
華
岳
・
周
幹
・
陳
嶽
︙
（
中
略
）
︙
悉
與
冠
帶
、

中
書
科
食
糧
、
仍
舊
辦
事
、
三
年
照
例
出
身
︒
時
内
府
各
監
局
及
在
外
諸
寺
觀
皆
有
書
辦
人
員
、
傳
錄
道
書
佛
經
及
詞
曲
小
說
、
所
至
有

近
幸
内
官
一
二
人
領
其
事
︒
書
成
上
進
、
侑
以
珍
翫
、
隨
其
輕
重
、
輙
得
恩
典
」︒
明
・
李
開
先
「
張
小
山
小
令
後
序
」（『
閑
居
集
』
巻

六
）、「
人
言
憲
廟
好
聽
雜
劇
及
散
詞
、
捜
羅
海
内
詞
本
殆
盡
」︒

（
36
）  

注
十
前
掲
の
拙
論
、
二
・
三
参
照
︒

（
37
）  

李
舜
華
「
從
詩
學
到
曲
学
:
陳
鐸
與
明
中
期
文
學
復
古
思
潮
的
濫
觴
」（『
文
學
遺
産
』
二
〇
一
三
年
第
一
期
、
九
二
~
一
〇
四
頁
、
中

国
社
会
科
学
院
）
に
も
同
様
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
︒

（
38
）  

拙
論
「
馮
夢
龍
三
言
に
見
る
武
官
の
表
象
」（『
宋
元
明
士
大
夫
と
文
化
変
容
』、
宋
代
史
研
究
会
研
究
報
告
第
十
二
集
、
二
五
七
~
二
八

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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六
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
三
年
）
参
照
︒

（
39
）  

川
越
泰
博
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
前
篇
第
七
章
参
照
︒

（
40
）  
注
三
十
九
前
掲
の
川
越
氏
著
書
、
前
編
第
五
章
お
よ
び
第
七
章
参
照
︒

（
41
）  
注
三
十
九
前
掲
の
川
越
氏
著
書
、
二
八
九
頁
「
十
八
靳
杲
」
の
例
、
三
八
二
~
三
八
四
頁
「
童
禄
」
の
例
参
照
︒

（
42
）  

明
・
陶
輔
撰
『
花
影
集
』（
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
、
ヘ 

二
一 

〇
一
二
三
五 

一－

二
）
に
拠
る
︒

（
43
）  

明
・
高
儒
撰
『
百
川
書
志
』
巻
八
「
子
、
小
說
類
」、「『
桑
楡
漫
志
』
一
巻
︒
皇
明
夕
川
老
人
陶
輔
八
十
時
所
著
︒
凡
五
十
二
則
」︒

（
44
）  

拙
著
『
三
國
志
演
義
成
立
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
序
章
「
諸
版
本
の
体
裁
か
ら
見
た
刊
行
経
緯
と
受
容
の
あ
り
方

―
武
定
侯
郭
勛
刊
本
の
位
置
づ
け
―
」︒
同
上
「
明
朝
勲
戚
武
定
侯
郭
氏
と
文
学
―
家
譜
・
年
譜
―
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報

告
︹
人
文
︺』
第
六
十
八
号
、
九
三
~
一
五
二
頁
、
京
都
府
立
大
学
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
）︒
お
よ
び
注
五
・
六
・
九
前
掲
の
拙
論
︒

（
45
）  

郭
勛
に
よ
る
編
著
・
刊
刻
か
は
不
明
だ
が
、
高
儒
撰
『
百
川
書
志
』
巻
五
「
史
、
目
錄
」
に
は
、
武
定
侯
郭
氏
に
よ
る
家
刻
書
の
目
録

『
書
莊
記
』
な
る
書
籍
も
著
録
さ
れ
て
い
る
︒

（
46
）  

本
文
は
伝
わ
ら
ず
、
明
・
湛
若
水
に
よ
る
序
文
「
郭
氏
文
獻
集
序
」（『
甘
泉
先
生
文
集
』「
外
編
」
巻
二
）
の
み
伝
わ
る
︒

（
47
）  

『
毓
慶
勳
懿
集
』
巻
四
「
序
」、
徐
志
文
撰
「
賀
太
保
武
定
侯
郭
公
華
誕
序
」、「（
余
）
正
德
甲
戌
南
回
、
明
年
承
公
命
至
于
蒼
梧
幕
府
、

修
其
家
傳
」︒

（
48
）  

『
世
宗
實
錄
』
巻
一
七
一
（
嘉
靖
十
四
年
正
月
）
壬
戌
、「
是
日
召
輔
臣
張
孚
敬
・
李
時
・
武
定
侯
郭
勛
・
尚
書
汪
鋐
・
夏
言
至
文
華
殿
、

示
以
御
製
『
元
旦
詩
』
一
章
、
命
賡
之
」︒

（
49
）  

『
武
宗
實
錄
』
巻
一
一
八
（
正
徳
九
年
十
一
月
）
壬
戌
、
巻
一
二
六
（
正
徳
十
年
六
月
）
庚
申
、
巻
一
四
〇
（
正
徳
十
一
年
八
月
）
丙

子
、
巻
一
四
一
（
正
徳
十
一
年
九
月
）
庚
辰
︒

（
50
）  

唐
・
孫
思
邈
撰
『
千
金
寶
要
』（
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
、
清
末
楊
守
敬
抄
本
）、
郭
勛
撰
「
千
金
寶
要
序
」（
抜
粋
）、「
正
德
壬
申
、

勛
奉
命
掛
印
來
鎭
兩
廣
︒
地
瀕
嶺
海
、
歳
多
瘴
癘
、
士
卒
罹
染
者
多
、
心
甚
惻
焉
︒
籌
邉
機
務
轇
轕
中
偶
南
都
詩
友
彭
君
大
用
、
來
梧
、

出
示
此
書
︒
於
是
詳
檢
諦
觀
、
羨
其
製
方
簡
捷
、
用
藥
近
易
、
而
取
効
甚
速
、
與
本
草
引
用
諸
方
脗
合
、
誠
稀
世
之
書
、
民
生
日
用
不
可

缺
者
︒
但
石
刻
經
歷
歳
月
之
久
、
風
雨
剥
蝕
、
字
畫
漫
漶
、
雖
經
鑱
補
、
不
無
魯
魚
亥
豕
之
訛
︒
於
是
三
復
讎
校
、
明
白
無
疑
︒
付
之
家
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僮
、
鋟
梓
用
廣
流
布
、
及
窮
郷
僻
邑
之
人
、
得
覩
是
集
︒
時
或
遘
疾
、
偶
不
遇
醫
、
則
因
病
檢
方
、
因
方
用
藥
、
人
人
得
以
自
療
、
贖
復

命
脉
、
以
永
其
天
年
︒
若
然
則
醫
天
下
之
事
功
、
雖
不
敢
仰
企
其
萬
一
、
而
於
國
家
仁
育
黎
元
之
意
、
未
必
無
肉
忽
之
助
︒
正
德
十
一
年

歳
次
丙
子
夏
四
月
望
日
、
太
保
武
定
侯
鳳
陽
郭
勛
、
識
于
蒼
梧
之
湌
秀
亭
」︒

（
51
）　

注
四
参
照
︒

（
52
）　

注
五
前
掲
の
拙
論
、
二
「
三
國
志
物
語
の
人
物
へ
の
シ
モ
パ
シ
モ
」、
四
「『
水
滸
傳
』
に
假
託
さ
れ
た
武
官
軽
視
の
社
会
へ
の
批
判
的

精
神
」
参
照
︒

（
53
）　

注
十
前
掲
の
拙
論
、
七
六
~
七
七
頁
参
照
︒

（
54
）　

岡
本
隆
司
『
明
代
と
は
何
か
― 「
危
機
」
の
世
界
史
と
東
ア
モ
ア
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
）
二
〇
二
頁
で
も
同
様
の

見
解
が
呈
さ
れ
て
い
る
︒

（
55
）　

明
・
王
世
貞
撰
／
魏
連
科
點
校
『
弇
山
堂
別
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
に
依
拠
す
る
︒

（
56
）　

山
崎
岳
「
舶
主
王
直
功
罪
考
（
前
編
）
― 『
海
寇
議
』
と
そ
の
周
邊
」（『
東
方
學
報
』
第
八
十
五
冊
、
四
四
三
~
四
七
七
頁
、
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
な
ど
参
照
︒

（
57
）　
『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
巻
一
七
六
「
集
部
二
十
九
、
別
集
類
存
目
三
、『
玩
鹿
亭
稿
』
八
巻
『
附
錄
』
一
巻
」、「
達
甫
有
『
皆
非

集
』、
邦
孚
有
『
一
枝
軒
藁
』、
皆
能
傳
其
家
學
云
」︒

（
58
）　
『
明
史
』
巻
六
十
九
「
志
四
十
五
、
選
擧
」、「
武
學
之
設
、
自
洪
武
時
置
大
寧
等
衞
儒
學
、
教
武
官
子
弟
︒
正
統
中
、
成
國
公
朱
勇
奏
選

驍
勇
都
指
揮
等
官
五
十
一
員
、
熟
嫻
騎
射
幼
官
一
百
員
、
始
命
兩
京
建
武
學
以
訓
誨
之
︒
尋
命
都
司
・
衞
所
應
襲
子
弟
年
十
歲
以
上
者
、

提
學
官
選
送
武
學
讀
書
、
無
武
學
者
送
衞
學
或
附
近
儒
學
︒
成
化
中
、
敕
所
司
歳
終
考
試
入
學
武
生
︒
十
年
以
上
學
無
可
取
者
、
追
廩
還

官
、
送
營
操
練
」︒

（
59
）　
『
太
祖
實
錄
』
巻
二
二
三
（
洪
武
二
十
五
年
閏
十
二
月
）
丙
午
、「
計
内
外
武
官
并
兵
馬
總
數
︒
在
京
武
官
二
千
七
百
四
十
七
員
、
︙
︙

在
外
武
官
萬
三
千
七
百
四
十
二
員
、
︙
︙
」︒

（
60
）　

何
炳
棣
（Ping-ti H

o

）
著
／
寺
田
隆
信
・
千
種
真
一
訳
『
科
挙
と
近
世
中
国
社
会
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
、
原
著
は
“The Ladder 

of Success in Im
perial C

hina,A
spects of Social M

obility,1368-1911

” ︹C
olum

bia U
niversity Press

、
一
九
六
七
年
︺）
第
五
章
「
試

明
代
武
臣
の
文
学
活
動
、
そ
の
背
景
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験
と
官
立
学
校
」
お
よ
び
「
印
刷
業
」︒
大
木
康
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
第
二
章
第
三
節
「
書
物
の
需

要
」︒
永
冨
青
地
編
訳
『
中
国
書
籍
史
の
パ
モ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
―
出
版
・
流
通
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
モ
チ
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

所
収
ア
モ
・
Ｅ
・
マ
ク
ラ
モ
レ
モ
（A

nne E.M
cLaren

）「
近
世
中
国
に
お
け
る
新
読
者
層
の
形
成
」（
原
著
は
“Constructing N

ew
 R

eading 

Publics in Late M
ing C

hina

”︹
“Printing and B

ook C
ulture in Late Im

perial C
hina

” ﹇Edited by C
ynthia J.B

rokaw
 and K

ai-w
ing 

C
how

﹈
所
収
”、B

erkeley,C
alif.:U

niversity of C
alifornia Press

、
二
〇
〇
五
年
︺）
二
七
〇
~
二
七
三
頁
︒

（
61
）　
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
史
部
第
二
五
五
冊
、
国
立
北
平
図
書
館
蔵
万
暦
刻
本
に
拠
る
︒

（
62
）　

清
・
黄
虞
稷
撰
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
八
「
地
理
類
下
」、「
薛
俊
『
日
本
考
略
』
三
卷
、
定
海
人
、
常
州
訓
導
」︒

※
本
論
文
は
令
和
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
Ｊ
Ｐ
一
八
Ｋ
一
二
三
一
〇
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
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